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５．リスクの観点を考慮した形式選定の方法に関する試行錯誤的な研究 

 

 本章は、「設計要領等の改定項目（案）」における形式選定に関わる事項をまとめるにあたっての試行錯

誤的な思考実験の一部を、研究の記録として、今後、同種の検討を行うときの参考になるように収録した

ものである。そのまま実務の参考にできるものではないし、参考にされることを意図してまとめてもいな

いので、注意されたい。 

 

(1) 目的 

 「設計要領等の改定項目（案）」における形式選定に関わる事項をまとめるにあたって、架空の橋を設定

し、試行錯誤的な研究を行った資料として残したものである。参考資料5-1では山岳橋、参考資料5-2で

は高架橋とし、異なる条件による、橋梁の形式選定の一次選定、リスク評価、二次選定、最適形式の選定

の例を示すことを目的とした。 

 

(2) まとめ 

 本検討は試行錯誤的な検討であり、そのまま実務の参考にできるものではないし、参考にされることを

意図してまとめたものではないが、今後、同種の検討を行うときの参考になるように収録したものである。

参考にする場合には、この点を理解して参考の仕方から含めて十分に注意されたい。 
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形式選定の試設計（案） ： ⼭岳橋

■路線計画
・道路規格
・幅員構成（暫定、完成）
・計画交通量
・道路幾何構造（平面・縦断線形など）
・その他

【道路予備設計】

■橋梁概略計画
・路線上の架橋位置
・橋梁延長（概略：橋梁一般図）
・幅員構成（暫定、完成）
・幾何構造
・その他

【3.4 橋梁設計にて行うリスク評価と対応方針の設定】

・リスク対応方針によって対応する項目と水準をまとめた条件を

固有条件として，基本条件と併せて整理

【基本条件の設定】

■橋の重要度

■設計供用期間

■道路橋示方書で最低限定めている性能

【3.6 選定資料の作成】

・基本条件，固有条件，構造特徴，比較の一連の情報を表としてまとめる．

STEP1 ： 概算単価による比較案抽出

STEP2 ： STEP1で抽出した比較案に対して概略設計による形式比較

【最適形式の選定】

・形式選定資料をもとに，最適形式を選定する．

【橋梁計画の前提条件】

■ 3.3.1 当該橋梁特有の選定条件を設定するための調査
■ 3.3.2 地震の影響に関する条件の設定
■ 3.3.3 維持管理に関する条件の設定
■ 3.3.4 施工に関する条件の設定
■ 3.3.5 景観に関する条件の設定
■ 3.3.6 示方書に規定がない材料等の適用条件の設定

（新技術・新工法を採用する場合には架橋条件の適合性を検討すること）

案の追加なし

案の追加

【比較条件の設定】

・比較条件（構造上の配慮事項）を設定し，その優劣を評価する．

【段階的な更新】

・リスクの対応方針の引き継ぎ事項について，事業の各段階で更新する．

【二次選定】

・基本条件を満たし，固有条件に適合する構造形式を選定する．

【一次選定】

・基本条件を満たし，架橋配置に適合する構造形式を選定する．

【参考】 表-3.6.6～3.6.8 固有条件表(例)

【参考】 表-3.6.1～3.6.5 基本条件表(例)

参考資料5-1
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１
．
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1
.
1
　

橋
梁
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件

設
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橋
の

形
式

選
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の
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1
.
1
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）
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迂
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線
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台
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-
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梁
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岸
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梁
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縦
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迂
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．
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搬
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・
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発
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況
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の
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-
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発
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状
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欠
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状
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設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

項
目

1
.
1
.
4
　

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

1
）

平
常

時
，

緊
急

時
に

期
待

さ
れ

る
役

割
（

迂
回

路
の

有
無

，
迂

回
路

に
な

り
得

る
道

路
な

ど
）

迂
回

路
な

し
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

こ
と

か
ら

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．
た

だ
し

，
点

検
や

修
繕

の
た

め
に

予
め

計
画

し
た

短
期

間
の

交
通

規
制

（
片

側
交

互
通

行
）

は
許

容
す

る
．

緊
急

時
に

お
け

る
車

両
の

通
行

を
可

能
と

す
る

た
め

に
，

段
差

防
止

構
造

を
設

置
．

2
）

交
差

物
件

な
ど

の
維

持
管

理
上

の
制

約
条

件
交

差
道

路
の

建
築

限
界

と
桁

下
と

の
離

隔
は

4
m
程

度
上

部
工

及
び

下
部

工
検

査
路

の
設

置
．

桁
端

部
に

維
持

管
理

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
．

3
）

点
検

方
法

（
通

常
時

，
緊

急
時

）
通

常
時

　
近

接
目

視
に

よ
る

５
年

ご
と

の
定

期
点

検
緊

急
時

　
遠

望
及

び
近

接
目

視
近

接
目

視
点

検
は

片
側

交
互

通
行

に
よ

る
交

通
規

制
．

点
検

時
な

ど
の

維
持

管
理

の
近

接
性

第
１

次
緊

急
輸

送
道

路
で

あ
る

た
め

，
近

接
困

難
な

部
位

を
で

き
る

だ
け

少
な

く
す

る
．

上
部

工
及

び
下

部
工

検
査

路
，

吊
足

場
設

置
用

の
吊

金
具

の
設

置
．

支
承

部
の

近
接

性
第

１
次

緊
急

輸
送

道
路

で
あ

る
た

め
，

上
部

工
及

び
下

部
工

検
査

路
の

設
置

．
桁

下
高

及
び

支
承

取
替

時
の

ジ
ャ

ッ
キ

ア
ッ

プ
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

．

4
）

被
災

時
の

修
繕

方
法

(
作

業
空

間
，

作
業

場
の

制
約

な
ど

）
山

間
部

で
桁

下
か

ら
の

接
近

が
困

難
吊

り
足

場
の

設
置

．

5
）

維
持

作
業

計
画

（
除

雪
，

凍
結

防
止

な
ど

）
除

雪
計

画
あ

り
，

路
面

凍
結

防
止

剤
お

よ
び

す
べ

り
止

め
材

の
散

布
コ

ン
ク

リ
ー

ト
表

面
に

つ
い

て
は

，
凍

結
防

止
剤

散
布

に
よ

る
塩

化
物

の
進

入
を

考
慮

し
て

耐
久

性
の

検
討

を
行

う
．

6
）

維
持

管
理

計
画

（
部

材
更

新
な

ど
）

上
部

構
造

：
更

新
計

画
な

し
，

塗
装

塗
替

あ
り

支
承

構
造

：
更

新
計

画
な

し
下

部
構

造
：

更
新

計
画

な
し

塗
装

塗
替

（
耐

久
期

間
4
5
年

）
伸

縮
装

置
・

舗
装

・
防

水
層

（
耐

久
期

間
3
0
年

）

1
.
1
.
5
　

施
工

に
関

す
る

条
件

1
）

施
工

工
期

施
工

工
期

の
設

定
下

部
工

施
工

，
上

部
工

架
設

，
橋

面
工

ま
で

の
工

事
着

工
か

ら
供

用
開

始
ま

で
を

２
年

と
設

定
．

2
）

架
橋

位
置

特
有

の
施

工
の

条
件

急
峻

地
形

で
の

架
設

方
法

送
出

し
工

法
・

押
出

し
工

法
・

張
出

し
架

設
工

法
を

採
用

す
る

．

冬
季

施
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

打
設

，
塗

装
な

ど
施

工
時

温
度

に
制

約
が

あ
る

工
種

は
，

1
1

月
～

3
月

の
期

間
は

防
寒

養
生

と
し

工
期

設
定

を
行

う
．

河
川

条
件

河
川

氾
濫

域
で

の
施

工
の

場
合

は
，

非
出

水
期

の
み

と
す

る
．

1
.
1
.
6
　

景
観

に
関

す
る

条
件

景
観

性
（

デ
ザ

イ
ン

）
へ

の
配

慮
当

該
橋

梁
に

は
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

の
役

割
は

考
慮

し
な

い
．
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1
.
2
　

要
求

性
能

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

1
.
2
.
1
　

道
路

橋
示

方
書

で
最

低
限

定
め

て
い

る
性

能
（

1
）

耐
荷

性
能

橋
の

耐
荷

性
能

２

（
2
）

耐
久

性
能

設
計

耐
久

期
間

1
0
0
年

伸
縮

装
置

や
支

承
な

ど
の

供
用

期
間

中
の

維
持

管
理

行
為

に
よ

る
補

修
や

部
材

等
の

更
新

を
前

提
と

す
る

部
材

に
つ

い
て

は
，

1
0
0
年

を
超

え
な

い
範

囲
で

設
定

．

項
目
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1
.
2
　

要
求

性
能

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

1
.
2
.
1
　

道
路

橋
示

方
書

で
最

低
限

定
め

て
い

る
性

能
（

1
）

耐
荷

性
能

橋
の

耐
荷

性
能

２

（
2
）

耐
久

性
能

設
計

耐
久

期
間

1
0
0
年

伸
縮

装
置

や
支

承
な

ど
の

供
用

期
間

中
の

維
持

管
理

行
為

に
よ

る
補

修
や

部
材

等
の

更
新

を
前

提
と

す
る

部
材

に
つ

い
て

は
，

1
0
0
年

を
超

え
な

い
範

囲
で

設
定

．

項
目

【【
一一

次次
選選

定定
】】

（
1
）

橋
台

位
置

（
橋

長
）

の
検

討

　
　

・
橋

の
橋

台
位

置
の

案
と

し
て

，
道

路
予

備
設

計
で

設
定

さ
れ

た
架

橋
位

置
で

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
台

位
置

を
設

定
す

る
．

　
　

・
橋

台
位

置
は

，
総

工
事

費
（

上
部

工
費

，
下

部
工

費
，

土
工

費
［

擁
壁

，
盛

土
，

舗
装

な
ど

］
の

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
）

を
予

備
検

討
に

よ
り

算
定

し
決

定
し

た
．

　
　

【
A
1
橋

台
位

置
の

検
討

例
】

（
2
）

橋
脚

位
置

(
支

間
割

）
の

検
討

　
　

（
1
）

で
設

定
さ

れ
た

橋
長

に
対

し
て

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
　

基
本

条
件

の
1
.
1
.
3
_
(
1
）

_
3
）

交
差

物
件

よ
り

，
河

川
氾

濫
域

お
よ

び
町

道
を

避
け

た
橋

脚
位

置
を

設
定

す
る

．

　
　

支
間

割
は

，
１

径
間

お
よ

び
２

径
間

が
考

え
ら

れ
る

た
め

，
総

工
事

費
（

上
部

工
費

，
下

部
工

費
，

土
工

費
［

擁
壁

，
盛

土
，

舗
装

な
ど

］
の

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
）

を
予

備
検

討
に

よ
り

算
定

し
２

径
間

案
を

採
用

し
た

．

（
3
）

基
本

条
件

を
満

た
す

架
橋

配
置

の
検

討
（

4
）

基
本

条
件

お
よ

び
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

の
選

定

　
　

（
1
）

お
よ

び
（

2
）

の
検

討
結

果
か

ら
選

定
さ

れ
た

，
架

橋
配

置
を

図
1
に

示
す

．
　

　
（

3
）

で
設

定
さ

れ
た

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式
を

，
表

1
に

示
す

．

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

Ｉ
桁

橋

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

箱
桁

橋

鋼
床

版
連

続
Ｉ

桁
橋

鋼
床

版
連

続
箱

桁
橋

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

2
径

間
連

続
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

Ｔ
ラ

ー
メ

ン
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

　
*
1
：

架
橋

位
置

特
有

の
施

工
条

件
で

，
傾

斜
地

へ
の

ベ
ン

ト
・

支
保

工
の

設
置

が
な

い
工

法
を

選
定

す
る

．

　
*
2
：

工
事

着
工

か
ら

，
2
箇

年
で

供
用

開
始

す
る

．
施

工
時

温
度

に
制

約
を

受
け

る
工

種
は

，
冬

季
間

(
1
1
月

～
3
月

）
防

寒
養

生
を

行
う

．

　
*
3
：

迂
回

路
が

な
い

た
め

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．

第
2
案

第
5
案

第
6
案

第
1
案

〃 〃

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

*
3

　
橋

梁
維

持
・

管
理

用
施

設
を

設
置

す
る

事
で

，
対

応
可

能
(
検

査
路

等
)

鋼 橋

〃 〃 〃

施
工

工
期

の
制

約
*
2

施
工

可
能

(
予

備
検

討
に

よ
り

確
認

)

〃 〃 〃

図
1
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果

表
1
　

基
本

条
件

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

構
造

形
式

基
本

条
件

を
満

た
し

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
す

る
．

〃

施
工

の
前

提
条

件
*
1

コ ン ク

リ ー ト 橋
〃

　
張

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能
〃

　
送

り
出

し
工

法
に

よ
り

施
工

可
能

〃 〃 〃

第
3
案

第
4
案
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【【
斜斜

面面
変変

状状
のの

リリ
スス

クク
にに

対対
すす

るる
対対

応応
】】

　
　

斜
面

変
状

の
リ

ス
ク

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
，

『
2
.
固

有
条

件
(
リ

ス
ク

評
価

と
対

応
方

針
)
』

に
基

づ
き

，
【

低
減

案
：

斜
面

変
状

の
作

用
に

対
し

て
影

響
を

受
け

に
く

い
構

造
と

す
る

】
お

よ
び

【
回

避
案

：
斜

面
変

状
の

影
響

を
受

け
な

い
位

置
へ

橋
台

を
設

置
す

る
】

　
に

つ
い

て
検

討
す

る
．

　
・

低
減

案
：

斜
面

変
状

に
対

す
る

抵
抗

特
性

が
優

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

基
礎

形
式

と
し

て
，

組
杭

の
深

礎
基

礎
を

適
用

し
，

更
に

斜
面

安
定

対
策

と
し

て
，

抑
止

杭
を

実
施

す
る

．

　
　

な
お

，
低

減
案

に
よ

る
対

策
を

実
施

し
た

場
合

に
も

，
斜

面
変

状
に

伴
う

橋
台

の
変

位
等

の
リ

ス
ク

は
完

全
に

は
回

避
さ

れ
な

い
点

に
留

意
す

る
必

要
が

あ
る

．

　
・

回
避

案
：

斜
面

変
状

の
影

響
を

受
け

な
い

位
置

ま
で

橋
台

位
置

を
移

動
す

る
．

（
橋

長
を

延
伸

す
る

。
）

（
1
）

橋
台

位
置

（
橋

長
）

の
検

討

　
・

低
減

案
に

つ
い

て
は

，
一

次
選

定
で

決
定

さ
れ

た
橋

台
位

置
と

す
る

．

　
・

回
避

案
に

つ
い

て
は

，
斜

面
変

状
の

影
響

を
受

け
な

い
位

置
に

橋
台

を
配

置
す

る
．

　
・

橋
台

位
置

は
，

総
工

事
費

（
上

部
工

費
，

下
部

工
費

，
土

工
費

［
擁

壁
，

盛
土

，
舗

装
な

ど
］

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

）
を

予
備

検
討

に
よ

り
算

定
し

決
定

し
た

．

（
2
）

橋
脚

位
置

(
支

間
割

）
の

検
討

　
（

1
）

で
設

定
さ

れ
た

橋
長

に
対

し
て

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
基

本
条

件
の

1
.
1
.
3
_
(
1
）

_
3
）

交
差

物
件

よ
り

，
河

川
氾

濫
域

お
よ

び
町

道
を

避
け

た
橋

脚
位

置
を

設
定

す
る

．

　
支

間
割

は
，

１
径

間
お

よ
び

２
径

間
が

考
え

ら
れ

る
た

め
，

総
工

事
費

（
上

部
工

費
，

下
部

工
費

，
土

工
費

［
擁

壁
，

盛
土

，
舗

装
な

ど
］

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

）
を

予
備

検
討

に
よ

り
算

定
し

２
径

間
案

を
採

用
し

た
．

（
3
）

基
本

条
件

を
満

た
す

架
橋

配
置

の
検

討

　
　

（
1
）

お
よ

び
（

2
）

の
検

討
結

果
か

ら
選

定
さ

れ
た

，
架

橋
配

置
を

図
3
お

よ
び

図
4
に

示
す

．

図
3
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

低
減

案
）

斜
面

変
状

の
リ

ス
ク

評
価

は
象

限
１

で
あ

る
た

め
、

象
限

２
以

下
と

す
る

た
め

の
対

応
方

法
を

検
討

す
る

．

図
4
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

回
避

案
）

【
低

減
案
】
組
杭
深
礎
基
礎
+抑

止
杭

斜
面
変
状

組
杭
深
礎
基
礎

【
回
避
案
】
斜
面
変
状
の
影
響
を
受
け
な
い
位
置
に
橋
台
を
配
置

斜
面
変
状
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【【
二二

次次
選選

定定
】】

基
本

条
件

，
固

有
条

件
（

リ
ス

ク
評

価
と

対
応

方
針

）
，

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式
を

選
定

す
る

．

『
２

．
固

有
条

件
（

リ
ス

ク
評

価
と

対
応

方
針

）
』

で
，

リ
ス

ク
評

価
が

象
限

1
で

あ
っ

た
斜

面
変

状
の

リ
ス

ク
に

対
す

る
対

応
方

法
を

踏
ま

え
，

基
本

条
件

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
し

た
．

斜
面

変
状

の
リ

ス
ク

に
対

す
る

対
応

方
法

橋
　

長
施

工
の

前
提

条
件

*
1

施
工

工
期

の
制

約
*
2

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

*
3

【
低

減
案

：
斜

面
変

状
の

作
用

に
対

し
て

影
響

を
受

け
に

く
い

構
造

と
す

る
】

－
組

杭
深

礎
基

礎
 
+
 
抑

止
杭

　

【
回

避
案

：
斜

面
変

状
の

影
響

を
受

け
な

い
位

置
へ

橋
台

を
設

置
す

る
】

－
橋

長
の

延
伸

(
A
1
橋

台
位

置
を

変
更

）

　
*
1
：

架
橋

位
置

特
有

の
施

工
条

件
で

，
傾

斜
地

へ
の

ベ
ン

ト
・

支
保

工
の

設
置

が
な

い
工

法
を

選
定

す
る

．

　
*
2
：

工
事

着
工

か
ら

，
2
箇

年
で

供
用

開
始

す
る

．
施

工
時

温
度

に
制

約
を

受
け

る
工

種
は

，
冬

季
間

(
1
1
月

～
3
月

）
防

寒
養

生
を

行
う

．

　
*
3
：

迂
回

路
が

な
い

た
め

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．

基
本

条
件

を
満

た
し

，
固

有
条

件
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
す

る
．

表
2
　

基
本

条
件

，
固

有
条

件
，

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式

構
造

形
式

第
1
案

9
4
m

鋼 橋

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

Ｉ
桁

橋
施

工
可

能
(
予

備
検

討
に

よ
り

確
認

)

　
橋

梁
維

持
・

管
理

用
施

設
を

設
置

す
る

事
で

，
対

応
可

能
(
検

査
路

等
)

第
2
案

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

箱
桁

橋
〃

〃

　
送

り
出

し
工

法
に

よ
り

施
工

可
能

〃

第
3
案

鋼
床

版
連

続
Ｉ

桁
橋

〃
〃

第
4
案

鋼
床

版
連

続
箱

桁
橋

〃
〃

〃 〃

第
5
案

コ ン ク リ ー ト 橋

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

2
径

間
連

続
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

〃
〃

第
6
案

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

Ｔ
ラ

ー
メ

ン
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

〃
〃

　
張

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能

〃

　
橋

梁
維

持
・

管
理

用
施

設
を

設
置

す
る

事
で

，
対

応
可

能
(
検

査
路

等
)

第
8
案

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

箱
桁

橋
〃

〃

　
送

り
出

し
工

法
に

よ
り

施
工

可
能

〃

第
7
案

1
0
3
m

鋼 橋

Ｒ
Ｃ

床
版

連
続

Ｉ
桁

橋
施

工
可

能
(
予

備
検

討
に

よ
り

確
認

)

第
9
案

鋼
床

版
連

続
Ｉ

桁
橋

〃

第
1
1
案

〃
〃

第
1
0
案

鋼
床

版
連

続
箱

桁
橋

〃
〃

〃

〃

第
1
2
案

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

Ｔ
ラ

ー
メ

ン
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

〃
〃

　
張

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能

〃

コ ン ク リ ー ト 橋

ポ
ス

ト
テ

ン
シ

ョ
ン

方
式

2
径

間
連

続
Ｐ

Ｃ
箱

桁
橋

〃

斜
面
変

状

斜
面
変

状

組
杭

深
礎

基
礎
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２
．
固
有
条
件
（
リ
ス
ク
評
価
と
対
応
方
針
）

構
造

物
社

会
に

与
え

る
影

響
基

本
変

更

（
1
）

示
方

書
に

記
載

の
な

い
事

項
を

採
択

す
る

に
あ

た
っ

て
、

橋
の

耐
荷

性
能

の
観

点
か

ら
の

検
証

新
工

法
の

採
用

は
無

し
無

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

形 式 選 定 時

【
リ

ス
ク

の
回

避
・

低
減

】
・

回
避

と
し

て
斜

面
変

状
の

影
響

を
う

け
な

い
箇

所
に

橋
台

を
配

置
し

た
橋

長
延

伸
案 ⇒

象
限

４

・
低

減
と

し
て

組
杭

深
礎

基
礎

＋
抑

止
杭

と
す

る
．

⇒
象

限
４

費
用

＝
小

効
果

＝
大

詳 細 設 計 時

形
式

選
定

時
に

リ
ス

ク
の

回
避

・
低

減
を

行
う

こ
と

か
ら

，
詳

細
設

計
時

に
対

応
す

る
こ

と
は

な
い

．

-

施 工 時

形
式

選
定

時
に

リ
ス

ク
の

回
避

・
低

減
を

行
う

こ
と

か
ら

，
施

工
時

に
対

応
す

る
こ

と
は

な
い

．

-

供 用 後

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

低
減

案
の

組
杭

深
礎

基
礎

＋
抑

止
杭

は
，

斜
面

変
状

を
動

態
観

測
な

ど
に

よ
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

．
⇒

象
限

４

費
用

＝
大

効
果

＝
小

対
応

方
法

対
応

費
用

，
そ

の
効

果

対 応 段 階

リ
ス

ク
評

価

発
生

の
可

能
性

・
頻

度
工

費
・

工
期

に
与

え
る

影
響

リ
ス

ク
評

価
リ

ス
ク

項
目

当
該

橋
梁

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

有
無

リ
ス

ク
発

生
原

因

リ
ス

ク
発

生
に

至
る

段
階

（
施

工
時

，
供

用
後

，
ま

た
は

両
者

な
ど

）

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

（
2
）

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

津
波

、
断

層
変

位
、

地
盤

土
砂

災
害

、
水

害
、

液
状

化
、

噴
火

支
持

地
盤

の
傾

斜
が

想
定

さ
れ

る
急

峻
地

形

供
用

後
有

2
.
1
　

標
準

的
な

調
査

設
計

施
工

に
よ

っ
て

も
払

拭
で

き
な

い
不

確
実

性

対
応

方
針

引
き

継
ぎ

事
項

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

急
峻

な
地

形
で

支
持

層
深

度
が

変
化

す
る

地
盤

で
あ

り
，

地
震

な
ど

に
よ

っ
て

斜
面

の
崩

壊
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

．

リ
ス

ク
低

減
案

の
組

杭
深

礎
基

礎
＋

抑
止

杭
を

選
定

し
た

場
合

に
は

，
供

用
後

に
動

態
観

測
な

ど
に

よ
り

斜
面

変
状

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

．

斜
面

変
状

に
伴

う
作

用
力

に
よ

っ
て

下
部

工
に

変
状

が
生

じ
る

．

供
用

後
に

斜
面

変
状

が
生

じ
た

場
合

，
通

行
止

め
と

な
る

．

大
第

1
次

緊
急

輸
送

道
路

、
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

た
め

象
限

を
上

げ
る

＝
象

限
１

急
峻

な
地

形
で

橋
台

位
置

の
支

持
層

深
度

が
変

化
す

る
地

盤
で

あ
り

，
地

震
な

ど
に

よ
っ

て
斜

面
の

崩
壊

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
．

小
小

・
大

＝
象

限
２
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２
．
固
有
条
件
（
リ
ス
ク
評
価
と
対
応
方
針
）

構
造

物
社

会
に

与
え

る
影

響
基

本
変

更

（
1
）

示
方

書
に

記
載

の
な

い
事

項
を

採
択

す
る

に
あ

た
っ

て
、

橋
の

耐
荷

性
能

の
観

点
か

ら
の

検
証

新
工

法
の

採
用

は
無

し
無

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

形 式 選 定 時

【
リ

ス
ク

の
回

避
・

低
減

】
・

回
避

と
し

て
斜

面
変

状
の

影
響

を
う

け
な

い
箇

所
に

橋
台

を
配

置
し

た
橋

長
延

伸
案 ⇒

象
限

４

・
低

減
と

し
て

組
杭

深
礎

基
礎

＋
抑

止
杭

と
す

る
．

⇒
象

限
４

費
用

＝
小

効
果

＝
大

詳 細 設 計 時

形
式

選
定

時
に

リ
ス

ク
の

回
避

・
低

減
を

行
う

こ
と

か
ら

，
詳

細
設

計
時

に
対

応
す

る
こ

と
は

な
い

．

-

施 工 時

形
式

選
定

時
に

リ
ス

ク
の

回
避

・
低

減
を

行
う

こ
と

か
ら

，
施

工
時

に
対

応
す

る
こ

と
は

な
い

．

-

供 用 後

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

低
減

案
の

組
杭

深
礎

基
礎

＋
抑

止
杭

は
，

斜
面

変
状

を
動

態
観

測
な

ど
に

よ
り

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

．
⇒

象
限

４

費
用

＝
大

効
果

＝
小

対
応

方
法

対
応

費
用

，
そ

の
効

果

対 応 段 階

リ
ス

ク
評

価

発
生

の
可

能
性

・
頻

度
工

費
・

工
期

に
与

え
る

影
響

リ
ス

ク
評

価
リ

ス
ク

項
目

当
該

橋
梁

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

有
無

リ
ス

ク
発

生
原

因

リ
ス

ク
発

生
に

至
る

段
階

（
施

工
時

，
供

用
後

，
ま

た
は

両
者

な
ど

）

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

（
2
）

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

津
波

、
断

層
変

位
、

地
盤

土
砂

災
害

、
水

害
、

液
状

化
、

噴
火

支
持

地
盤

の
傾

斜
が

想
定

さ
れ

る
急

峻
地

形

供
用

後
有

2
.
1
　

標
準

的
な

調
査

設
計

施
工

に
よ

っ
て

も
払

拭
で

き
な

い
不

確
実

性

対
応

方
針

引
き

継
ぎ

事
項

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

急
峻

な
地

形
で

支
持

層
深

度
が

変
化

す
る

地
盤

で
あ

り
，

地
震

な
ど

に
よ

っ
て

斜
面

の
崩

壊
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

．

リ
ス

ク
低

減
案

の
組

杭
深

礎
基

礎
＋

抑
止

杭
を

選
定

し
た

場
合

に
は

，
供

用
後

に
動

態
観

測
な

ど
に

よ
り

斜
面

変
状

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

．

斜
面

変
状

に
伴

う
作

用
力

に
よ

っ
て

下
部

工
に

変
状

が
生

じ
る

．

供
用

後
に

斜
面

変
状

が
生

じ
た

場
合

，
通

行
止

め
と

な
る

．

大
第

1
次

緊
急

輸
送

道
路

、
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

た
め

象
限

を
上

げ
る

＝
象

限
１

急
峻

な
地

形
で

橋
台

位
置

の
支

持
層

深
度

が
変

化
す

る
地

盤
で

あ
り

，
地

震
な

ど
に

よ
っ

て
斜

面
の

崩
壊

が
発

生
す

る
可

能
性

が
あ

る
．

小
小

・
大

＝
象

限
２

構
造

物
社

会
に

与
え

る
影

響
基

本
変

更

対
応

方
法

対
応

費
用

，
そ

の
効

果

対 応 段 階

リ
ス

ク
評

価

発
生

の
可

能
性

・
頻

度
工

費
・

工
期

に
与

え
る

影
響

リ
ス

ク
評

価
リ

ス
ク

項
目

当
該

橋
梁

に
対

す
る

リ
ス

ク
の

有
無

リ
ス

ク
発

生
原

因

リ
ス

ク
発

生
に

至
る

段
階

（
施

工
時

，
供

用
後

，
ま

た
は

両
者

な
ど

）

対
応

方
針

引
き

継
ぎ

事
項

形 式 選 定 時

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

支
持

層
を

安
全

側
に

推
定

す
る

こ
と

で
杭

長
の

見
込

み
違

い
を

低
減

し
た

．
⇒

象
限

４

費
用

＝
小

効
果

＝
小

詳 細 設 計 時

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

詳
細

な
地

質
調

査
を

実
施

し
て

支
持

層
深

度
を

把
握

し
，

条
件

の
精

度
を

確
保

し
て

設
計

す
る

こ
と

で
杭

長
の

見
込

み
違

い
を

低
減

す
る

．
⇒

象
限

４

費
用

＝
小

効
果

＝
大

施 工 時

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

詳
細

設
計

時
の

地
質

調
査

を
受

け
施

工
時

に
支

持
層

を
確

認
す

る
．

支
持

層
の

見
込

み
違

い
が

発
生

し
た

ら
杭

長
の

変
更

を
行

う
．

⇒
象

限
４

費
用

＝
大

効
果

＝
大

供 用 後

施
工

時
に

支
持

層
の

確
認

を
行

う
こ

と
か

ら
，

供
用

後
に

対
応

す
る

こ
と

は
な

い
．

-

（
2
）

軟
弱

地
盤

の
程

度
や

範
囲

の
見

立
て

の
不

足
に

よ
る

軟
弱

地
盤

対
策

の
方

法
や

範
囲

の
評

価
違

い
　

・
構

造
物

や
そ

の
施

工
に

与
え

る
影

響
　

・
周

辺
構

造
物

や
家

屋
等

に
与

え
る

影
響

軟
弱

地
盤

は
無

し
無

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-

（
3
）

継
続

的
な

協
議

等
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

る
線

形
や

下
部

工
位

置
の

変
更

前
後

の
道

路
お

よ
び

構
造

物
は

完
成

済
み

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

大
・

小
＝

象
限

３
-

（
1
）

地
質

調
査

に
対

す
る

質
・

量
の

不
足

に
よ

る
杭

長
お

よ
び

橋
台

高
の

評
価

違
い

杭
長

お
よ

び
橋

台
高

の
評

価
違

い
有

河
川

両
岸

及
び

河
床

の
み

で
の

地
質

調
査

で
あ

る
た

め
，

支
持

地
盤

の
傾

斜
が

想
定

さ
れ

る
急

峻
地

形
で

の
地

質
調

査
量

の
不

足
．

【
リ

ス
ク

の
低

減
】

河
川

両
岸

お
よ

び
河

床
の

み
で

地
質

調
査

を
行

っ
て

い
る

た
め

，
杭

長
に

対
す

る
評

価
違

い
が

起
き

る
可

能
性

が
あ

る
．

詳
細

設
計

時
に

は
詳

細
な

地
質

調
査

を
行

い
杭

長
や

橋
台

高
の

見
込

み
違

い
を

低
減

し
，

施
工

時
に

は
支

持
層

を
確

認
し

杭
長

お
よ

び
躯

体
高

の
変

更
を

行
う

．

2
.
2
　

橋
梁

計
画

の
前

提
条

件
で

，
計

画
時

点
で

の
限

定
さ

れ
た

情
報

量
等

に
よ

る
不

確
実

性

施
工

時
杭

長
の

変
更

な
ど

の
対

策
が

必
要

と
な

る
．

橋
台

位
置

の
支

持
層

深
度

が
変

化
す

る
地

盤
で

詳
細

な
調

査
結

果
が

な
い

こ
と

か
ら

，
基

礎
工

形
状

に
対

す
る

評
価

違
い

が
起

き
る

可
能

性
が

あ
る

．

大
施

工
時

に
対

応
し

た
場

合
，

道
路

供
用

開
始

が
遅

延
す

る
．

小
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３
．

比
較

条
件

の
設

定

項
目

構
造

上
の

配
慮

事
項

比
較

条
件

の
優

位
性

3
.
1
　

施
工

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

　
(
1
）

交
通

へ
の

影
響

を
極

力
小

さ
く

す
る

た
め

に
、

規
制

期
間

を
短

縮
で

き
る

本
思

考
実

験
で

は
検

討
し

な
い

．
本

思
考

実
験

で
は

検
討

し
な

い
．

　
(
2
）

架
設

ヤ
ー

ド
な

ど
施

工
ヤ

ー
ド

が
小

さ
い

本
橋

の
架

橋
位

置
は

急
峻

地
形

で
あ

り
，

か
つ

河
川

が
あ

る
こ

と
か

ら
固

定
支

保
工

は
適

用
で

き
ず

，
適

用
で

き
る

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
性

に
差

が
生

じ
る

た
め

，
比

較
条

件
と

す
る

．

○
：

張
出

し
架

設
は

２
径

間
目

の
町

道
か

ら
資

材
供

給
が

可
能

で
あ

り
小

規
模

の
施

工
ヤ

ー
ド

と
な

る
．

△
：

送
出

し
は

橋
台

背
面

に
約

1
0
0
m
程

度
の

比
較

的
大

規
模

な
ヤ

ー
ド

と
な

り
，

先
行

し
て

橋
台

背
面

に
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

（
全

体
工

事
工

程
に

制
約

が
生

じ
る

）
．

　
(
3
）

施
工

時
及

び
供

用
後

の
騒

音
、

振
動

が
少

な
い

本
思

考
実

験
で

は
検

討
し

な
い

．
本

思
考

実
験

で
は

検
討

し
な

い
．

3
.
2
　

維
持

管
理

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

　
(
1
）

支
承

数
に

よ
る

点
検

の
容

易
さ

災
害

時
等

に
速

や
か

な
交

通
確

保
を

行
う

た
め

に
支

承
の

健
全

性
の

点
検

や
補

修
が

必
要

で
あ

る
が

，
桁

形
式

に
よ

り
点

検
や

補
修

の
必

要
性

が
生

じ
る

支
承

数
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

相
対

的
に

支
承

数
が

少
な

い
箱

桁
や

ラ
ー

メ
ン

桁

△
：

相
対

的
に

支
承

数
が

多
い

鈑
桁

　
(
2
）

床
版

補
修

・
取

替
え

が
容

易
に

可
能

な
構

造
床

版
の

構
造

形
式

に
よ

り
，

材
料

劣
化

や
疲

労
耐

久
性

の
低

下
に

伴
う

補
修

・
取

替
え

が
生

じ
る

可
能

性
や

施
工

性
の

難
易

度
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

鋼
床

版
の

補
修

は
縦

リ
ブ

の
溶

接
部

な
ど

現
道

交
通

へ
の

影
響

が
比

較
的

軽
微

．
P
C

コ
ン

ク
リ

ー
ト

桁
は

W
/
C
が

低
く

耐
久

性
が

高
い

た
め

取
替

え
の

事
例

が
な

い
．

（
北

海
道

実
績

）

△
：

合
成

桁
は

床
版

取
替

え
時

に
主

桁
補

強
や

床
版

支
持

の
縦

桁
な

ど
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
．

3
.
3
　

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

　
(
1
）

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
地

震
等

に
よ

っ
て

想
定

を
超

え
る

作
用

が
生

じ
た

場
合

に
，

橋
の

構
造

形
式

に
よ

り
致

命
的

な
損

傷
（

落
橋

な
ど

）
に

至
る

可
能

性
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

は
，

橋
台

に
よ

る
支

持
機

能
が

低
下

し
た

場
合

で
も

落
橋

な
ど

の
致

命
的

な
損

傷
に

至
る

可
能

性
が

低
い

．

△
：

桁
橋

構
造

は
，

橋
台

に
よ

る
支

持
機

能
が

低
下

し
た

場
合

に
は

落
橋

な
ど

の
致

命
的

な
損

傷
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

．

　
(
2
）

橋
の

機
能

の
回

復
が

困
難

と
な

る
可

能
性

地
震

等
に

よ
る

被
災

時
に

．
機

能
回

復
の

難
易

度
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

桁
橋

構
造

の
上

下
部

接
合

部
は

，
支

承
の

交
換

と
な

る
た

め
相

対
的

に
難

易
度

は
低

い
．

△
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

は
，

柱
頭

部
に

損
傷

が
生

じ
た

場
合

，
座

屈
し

た
鉄

筋
の

復
旧

の
難

易
度

は
高

い
．

　
注

　
優

劣
を

○
△

×
の

順
で

評
価

◆
比

較
条

件
の

要
点

　
本

橋
は

第
１

次
緊

急
輸

送
路

で
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

路
線

の
位

置
付

け
の

中
で

，
急

峻
地

形
に

対
す

る
斜

面
変

状
の

リ
ス

ク
が

あ
る

橋
梁

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

比
較

条
件

の
う

ち
，

（
1
）

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
　

を
最

も
重

要
視

す
る

比
較

条
件

と
す

る
．
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３
．

比
較

条
件

の
設

定

項
目

構
造

上
の

配
慮

事
項

比
較

条
件

の
優

位
性

3
.
1
　

施
工

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

　
(
1
）

交
通

へ
の

影
響

を
極

力
小

さ
く

す
る

た
め

に
、

規
制

期
間

を
短

縮
で

き
る

本
思

考
実

験
で

は
検

討
し

な
い

．
本

思
考

実
験

で
は

検
討

し
な

い
．

　
(
2
）

架
設

ヤ
ー

ド
な

ど
施

工
ヤ

ー
ド

が
小

さ
い

本
橋

の
架

橋
位

置
は

急
峻

地
形

で
あ

り
，

か
つ

河
川

が
あ

る
こ

と
か

ら
固

定
支

保
工

は
適

用
で

き
ず

，
適

用
で

き
る

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
性

に
差

が
生

じ
る

た
め

，
比

較
条

件
と

す
る

．

○
：

張
出

し
架

設
は

２
径

間
目

の
町

道
か

ら
資

材
供

給
が

可
能

で
あ

り
小

規
模

の
施

工
ヤ

ー
ド

と
な

る
．

△
：

送
出

し
は

橋
台

背
面

に
約

1
0
0
m
程

度
の

比
較

的
大

規
模

な
ヤ

ー
ド

と
な

り
，

先
行

し
て

橋
台

背
面

に
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

（
全

体
工

事
工

程
に

制
約

が
生

じ
る

）
．

　
(
3
）

施
工

時
及

び
供

用
後

の
騒

音
、

振
動

が
少

な
い

本
思

考
実

験
で

は
検

討
し

な
い

．
本

思
考

実
験

で
は

検
討

し
な

い
．

3
.
2
　

維
持

管
理

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

　
(
1
）

支
承

数
に

よ
る

点
検

の
容

易
さ

災
害

時
等

に
速

や
か

な
交

通
確

保
を

行
う

た
め

に
支

承
の

健
全

性
の

点
検

や
補

修
が

必
要

で
あ

る
が

，
桁

形
式

に
よ

り
点

検
や

補
修

の
必

要
性

が
生

じ
る

支
承

数
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

相
対

的
に

支
承

数
が

少
な

い
箱

桁
や

ラ
ー

メ
ン

桁

△
：

相
対

的
に

支
承

数
が

多
い

鈑
桁

　
(
2
）

床
版

補
修

・
取

替
え

が
容

易
に

可
能

な
構

造
床

版
の

構
造

形
式

に
よ

り
，

材
料

劣
化

や
疲

労
耐

久
性

の
低

下
に

伴
う

補
修

・
取

替
え

が
生

じ
る

可
能

性
や

施
工

性
の

難
易

度
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

鋼
床

版
の

補
修

は
縦

リ
ブ

の
溶

接
部

な
ど

現
道

交
通

へ
の

影
響

が
比

較
的

軽
微

．
P
C

コ
ン

ク
リ

ー
ト

桁
は

W
/
C
が

低
く

耐
久

性
が

高
い

た
め

取
替

え
の

事
例

が
な

い
．

（
北

海
道

実
績

）

△
：

合
成

桁
は

床
版

取
替

え
時

に
主

桁
補

強
や

床
版

支
持

の
縦

桁
な

ど
が

必
要

と
な

る
可

能
性

が
あ

る
．

3
.
3
　

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

　
(
1
）

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
地

震
等

に
よ

っ
て

想
定

を
超

え
る

作
用

が
生

じ
た

場
合

に
，

橋
の

構
造

形
式

に
よ

り
致

命
的

な
損

傷
（

落
橋

な
ど

）
に

至
る

可
能

性
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

は
，

橋
台

に
よ

る
支

持
機

能
が

低
下

し
た

場
合

で
も

落
橋

な
ど

の
致

命
的

な
損

傷
に

至
る

可
能

性
が

低
い

．

△
：

桁
橋

構
造

は
，

橋
台

に
よ

る
支

持
機

能
が

低
下

し
た

場
合

に
は

落
橋

な
ど

の
致

命
的

な
損

傷
に

至
る

可
能

性
が

あ
る

．

　
(
2
）

橋
の

機
能

の
回

復
が

困
難

と
な

る
可

能
性

地
震

等
に

よ
る

被
災

時
に

．
機

能
回

復
の

難
易

度
に

差
が

生
じ

る
た

め
，

比
較

条
件

と
す

る
．

○
：

桁
橋

構
造

の
上

下
部

接
合

部
は

，
支

承
の

交
換

と
な

る
た

め
相

対
的

に
難

易
度

は
低

い
．

△
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

は
，

柱
頭

部
に

損
傷

が
生

じ
た

場
合

，
座

屈
し

た
鉄

筋
の

復
旧

の
難

易
度

は
高

い
．

　
注

　
優

劣
を

○
△

×
の

順
で

評
価

◆
比

較
条

件
の

要
点

　
本

橋
は

第
１

次
緊

急
輸

送
路

で
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

路
線

の
位

置
付

け
の

中
で

，
急

峻
地

形
に

対
す

る
斜

面
変

状
の

リ
ス

ク
が

あ
る

橋
梁

で
あ

る
こ

と
か

ら
，

比
較

条
件

の
う

ち
，

（
1
）

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
　

を
最

も
重

要
視

す
る

比
較

条
件

と
す

る
．

４
．

構
造

特
徴

表

力
学

的
な

構
造

の
特

徴
道

示
に

記
載

の
な

い
技

術
の

特
徴

と
検

証
が

必
要

な
事

項

施
工

工
程

，
施

工
ス

ペ
ー

ス
，

資
機

材
な

ど
施

工
に

関
わ

る
特

徴
補

修
補

強
等

の
た

め
の

近
接

性
に

関
わ

る
特

徴

連
続
I
桁
橋

I
形
断
面
の
主
桁
を
幅
員
に
応
じ
て
並
列
に
配
置
す
る
構
造
で

あ
る
．
主
桁
を
中
間
横
桁
で
連
結
し
，
荷
重
を
複
数
の
主
桁

で
負
担
す
る
．
ま
た
，
主
桁
の
横
倒
れ
や
，
風
や
地
震
な
ど

の
水
平
方
向
の
荷
重
に
抵
抗
で
き
る
よ
う
に
対
傾
構
や
横
構

を
配
置
す
る
．

床
版
は
，
R
C
床
版
，
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
床
版
，
P
C
床
版

な
ど
が
あ
り
，
鋼
桁
で
支
持
さ
れ
る
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
が
過
去
の
実
績

か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置
し

床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可
能

で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
主
桁
を
背
面
の
道
路
上
で

組
立
て
，
橋
軸
方
向
に
送
り
出
し
て
据
え
付
け
る
送
出
し
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．

床
版
へ
の
近
接
に
は
上
部
工
検
査
路
，

支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査
路

を
設
置
し
，
主
桁
端
部
に
切
欠
き
を
設

け
下
部
工
上
で
の
横
断
方
向
へ
の
横
移

動
を
可
能
と
す
る
．

連
続
箱
桁
橋

上
フ
ラ
ン
ジ
・
下
フ
ラ
ン
ジ
と
ウ
エ
ブ
で
囲
ま
れ
た
箱
形
断

面
の
主
桁
を
並
列
に
配
置
す
る
構
造
で
あ
る
．
曲
げ
剛
性
及

び
ね
じ
り
剛
性
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，
長
支
間
の
橋
や
曲
線

橋
へ
の
適
用
性
が
高
い
．

床
版
は
，
R
C
床
版
，
鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
床
版
，
P
C
床
版

な
ど
が
あ
り
鋼
桁
で
支
持
さ
れ
る
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
が
過
去
の
実
績

か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置
し

床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可
能

で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
主
桁
を
背
面
の
道
路
上
で

組
立
て
，
橋
軸
方
向
に
送
り
出
し
て
据
え
付
け
る
送
出
し
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．

床
版
へ
の
近
接
に
は
上
部
工
検
査
路
，

支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査
路

を
設
置
し
，
主
桁
端
部
に
切
欠
き
を
設

け
下
部
工
上
で
の
横
断
方
向
へ
の
横
移

動
を
可
能
と
す
る
．

連
続
I
桁
橋

I
形
断
面
の
主
桁
を
幅
員
に
応
じ
て
並
列
に
配
置
す
る
構
造
で

あ
る
．
主
桁
を
中
間
横
桁
で
連
結
し
，
荷
重
を
複
数
の
主
桁

で
負
担
す
る
．
ま
た
，
主
桁
の
横
倒
れ
や
，
風
や
地
震
な
ど

の
水
平
方
向
の
荷
重
に
抵
抗
で
き
る
よ
う
に
対
傾
構
や
横
構

を
配
置
す
る
．

床
版
は
鋼
板
の
下
面
を
縦
リ
ブ
と
横
リ
ブ
で
補
剛
し
た
構
造

で
あ
り
，
床
版
と
し
て
の
機
能
に
加
え
て
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ

の
機
能
も
期
待
す
る
構
造
で
あ
る
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
が
過
去
の
実
績

か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置
し

床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可
能

で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
主
桁
を
背
面
の
道
路
上
で

組
立
て
，
橋
軸
方
向
に
送
り
出
し
て
据
え
付
け
る
送
出
し
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．

床
版
へ
の
近
接
に
は
上
部
工
検
査
路
，

支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査
路

を
設
置
し
，
主
桁
端
部
に
切
欠
き
を
設

け
下
部
工
上
で
の
横
断
方
向
へ
の
横
移

動
を
可
能
と
す
る
．

連
続
箱
桁
橋

上
フ
ラ
ン
ジ
・
下
フ
ラ
ン
ジ
と
ウ
エ
ブ
で
囲
ま
れ
た
箱
形
断

面
の
主
桁
を
並
列
に
配
置
す
る
構
造
で
あ
る
．
曲
げ
剛
性
及

び
ね
じ
り
剛
性
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，
曲
線
桁
へ
の
適
用
性

が
高
い
．

床
版
は
鋼
板
の
下
面
を
縦
リ
ブ
と
横
リ
ブ
で
補
剛
し
た
構
造

で
あ
り
，
床
版
と
し
て
の
機
能
に
加
え
て
桁
の
上
フ
ラ
ン
ジ

の
機
能
も
期
待
す
る
構
造
で
あ
る
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
が
過
去
の
実
績

か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置
し

床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可
能

で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
主
桁
を
背
面
の
道
路
上
で

組
立
て
，
橋
軸
方
向
に
送
り
出
し
て
据
え
付
け
る
送
出
し
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．

床
版
へ
の
近
接
に
は
上
部
工
検
査
路
，

支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査
路

を
設
置
し
，
主
桁
端
部
に
切
欠
き
を
設

け
下
部
工
上
で
の
横
断
方
向
へ
の
横
移

動
を
可
能
と
す
る
．

構
造

の
特

徴

構
造

形
式

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
床
版

鋼
床
版

鋼 橋

プ レ ー ト ガ ー ダ ー 系
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力
学

的
な

構
造

の
特

徴
道

示
に

記
載

の
な

い
技

術
の

特
徴

と
検

証
が

必
要

な
事

項

施
工

工
程

，
施

工
ス

ペ
ー

ス
，

資
機

材
な

ど
施

工
に

関
わ

る
特

徴
補

修
補

強
等

の
た

め
の

近
接

性
に

関
わ

る
特

徴

構
造

の
特

徴

構
造

形
式

　
箱
桁
橋
は
，
上
床
版
・
下
床
版
と
ウ
ェ
ブ
か
ら
構
成
さ
れ

た
断
面
形
状
を
有
し
，
上
・
下
床
版
で
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に

よ
る
圧
縮
応
力
に
抵
抗
で
き
る
こ
と
，
P
C
鋼
材
な
ど
補
強
材

の
配
置
が
容
易
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
ね
じ
り
剛
性
が
大
き

く
荷
重
分
配
が
良
好
で
あ
る
な
ど
の
断
面
特
性
を
有
し
，
曲

線
桁
へ
の
適
用
性
も
高
い
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
は
，
過
去
の
実

績
か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置

し
床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可

能
で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．
な
お
，
柱
頭
部
(
1
2
m
)
は
，
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
支
保

工
，
桁
端
部
（
1
0
m
程
度
）
は
，
吊
り
支
保
工
に
よ
り
施
工
す
る
．

　
下
床
版
に
検
査
孔
を
設
け
る
こ
と

で
，
箱
桁
内
へ
近
接
す
る
．
桁
内
の
移

動
は
，
中
間
横
桁
・
中
間
支
点
横
桁
に

開
口
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　
張
出
し
ス
ラ
ブ
や
下
床
版
下
面
に
つ

い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
吊
足
場
設
置
の

た
め
の
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
，
近
接
可

能
と
す
る
。

　
支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査

路
を
設
置
す
る
。

　
箱
桁
橋
は
，
上
床
版
・
下
床
版
と
ウ
ェ
ブ
か
ら
構
成
さ
れ

た
断
面
形
状
を
有
し
，
上
・
下
床
版
で
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に

よ
る
圧
縮
応
力
に
抵
抗
で
き
る
こ
と
，
P
C
鋼
材
な
ど
補
強
材

の
配
置
が
容
易
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
ね
じ
り
剛
性
が
大
き

く
荷
重
分
配
が
良
好
で
あ
る
な
ど
の
断
面
特
性
を
有
し
，
曲

線
桁
へ
の
適
用
性
も
高
い
．

　
ラ
ー
メ
ン
橋
で
あ
る
た
め
，
中
間
橋
脚
に
つ
い
て
支
承
が

不
要
と
な
る
．
ま
た
，
橋
軸
方
向
の
地
震
時
の
曲
げ
モ
ー
メ

ン
ト
が
低
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
．

　
不
静
定
構
造
で
あ
る
た
め
，
一
部
の
部
材
が
損
傷
し
た
場

合
に
も
構
造
物
が
不
安
定
状
態
と
な
る
可
能
性
が
低
い
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
は
，
過
去
の
実

績
か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置

し
床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可

能
で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．
な
お
，
柱
頭
部
(
1
2
m
)
は
，
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
支
保

工
，
桁
端
部
（
1
0
m
程
度
）
は
，
吊
り
支
保
工
に
よ
り
施
工
す
る
．

　
下
床
版
に
検
査
孔
を
設
け
る
こ
と

で
，
箱
桁
内
へ
近
接
す
る
．
桁
内
の
移

動
は
，
中
間
横
桁
・
中
間
支
点
横
桁
に

開
口
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　
張
出
し
ス
ラ
ブ
や
下
床
版
下
面
に
つ

い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
吊
足
場
設
置
の

た
め
の
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
，
近
接
可

能
と
す
る
。

　
支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査

路
を
設
置
す
る
。

コ ン ク リ ー ト 橋

場 所 打 ち 桁

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

2
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

Ｔ
ラ
ー
メ
ン
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
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力
学

的
な

構
造

の
特

徴
道

示
に

記
載

の
な

い
技

術
の

特
徴

と
検

証
が

必
要

な
事

項

施
工

工
程

，
施

工
ス

ペ
ー

ス
，

資
機

材
な

ど
施

工
に

関
わ

る
特

徴
補

修
補

強
等

の
た

め
の

近
接

性
に

関
わ

る
特

徴

構
造

の
特

徴

構
造

形
式

　
箱
桁
橋
は
，
上
床
版
・
下
床
版
と
ウ
ェ
ブ
か
ら
構
成
さ
れ

た
断
面
形
状
を
有
し
，
上
・
下
床
版
で
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に

よ
る
圧
縮
応
力
に
抵
抗
で
き
る
こ
と
，
P
C
鋼
材
な
ど
補
強
材

の
配
置
が
容
易
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
ね
じ
り
剛
性
が
大
き

く
荷
重
分
配
が
良
好
で
あ
る
な
ど
の
断
面
特
性
を
有
し
，
曲

線
桁
へ
の
適
用
性
も
高
い
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
は
，
過
去
の
実

績
か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置

し
床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可

能
で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．
な
お
，
柱
頭
部
(
1
2
m
)
は
，
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
支
保

工
，
桁
端
部
（
1
0
m
程
度
）
は
，
吊
り
支
保
工
に
よ
り
施
工
す
る
．

　
下
床
版
に
検
査
孔
を
設
け
る
こ
と

で
，
箱
桁
内
へ
近
接
す
る
．
桁
内
の
移

動
は
，
中
間
横
桁
・
中
間
支
点
横
桁
に

開
口
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　
張
出
し
ス
ラ
ブ
や
下
床
版
下
面
に
つ

い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
吊
足
場
設
置
の

た
め
の
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
，
近
接
可

能
と
す
る
。

　
支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査

路
を
設
置
す
る
。

　
箱
桁
橋
は
，
上
床
版
・
下
床
版
と
ウ
ェ
ブ
か
ら
構
成
さ
れ

た
断
面
形
状
を
有
し
，
上
・
下
床
版
で
曲
げ
モ
ー
メ
ン
ト
に

よ
る
圧
縮
応
力
に
抵
抗
で
き
る
こ
と
，
P
C
鋼
材
な
ど
補
強
材

の
配
置
が
容
易
で
あ
る
こ
と
，
ま
た
，
ね
じ
り
剛
性
が
大
き

く
荷
重
分
配
が
良
好
で
あ
る
な
ど
の
断
面
特
性
を
有
し
，
曲

線
桁
へ
の
適
用
性
も
高
い
．

　
ラ
ー
メ
ン
橋
で
あ
る
た
め
，
中
間
橋
脚
に
つ
い
て
支
承
が

不
要
と
な
る
．
ま
た
，
橋
軸
方
向
の
地
震
時
の
曲
げ
モ
ー
メ

ン
ト
が
低
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
．

　
不
静
定
構
造
で
あ
る
た
め
，
一
部
の
部
材
が
損
傷
し
た
場

合
に
も
構
造
物
が
不
安
定
状
態
と
な
る
可
能
性
が
低
い
．

今
回
は
生
じ
な
い
見
込

み
．

　
支
間
割
に
対
し
て
の
適
用
性
（
構
造
の
成
立
性
）
は
，
過
去
の
実

績
か
ら
高
い
と
判
断
で
き
る
．
曲
線
に
対
し
て
は
主
桁
を
直
線
配
置

し
床
版
の
張
出
量
に
よ
る
調
整
，
ま
た
は
曲
線
桁
に
よ
る
対
応
が
可

能
で
あ
る
．

　
ベ
ン
ト
の
設
置
が
困
難
で
あ
る
た
め
，
カ
ン
チ
レ
バ
ー
工
法
に
よ

る
架
設
と
す
る
．
な
お
，
柱
頭
部
(
1
2
m
)
は
，
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
支
保

工
，
桁
端
部
（
1
0
m
程
度
）
は
，
吊
り
支
保
工
に
よ
り
施
工
す
る
．

　
下
床
版
に
検
査
孔
を
設
け
る
こ
と

で
，
箱
桁
内
へ
近
接
す
る
．
桁
内
の
移

動
は
，
中
間
横
桁
・
中
間
支
点
横
桁
に

開
口
を
設
け
る
こ
と
で
対
応
す
る
。

　
張
出
し
ス
ラ
ブ
や
下
床
版
下
面
に
つ

い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
吊
足
場
設
置
の

た
め
の
ア
ン
カ
ー
を
設
置
し
，
近
接
可

能
と
す
る
。

　
支
承
部
へ
の
近
接
に
は
下
部
工
検
査

路
を
設
置
す
る
。

コ ン ク リ ー ト 橋

場 所 打 ち 桁

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

2
径
間
連
続
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋

ポ
ス
ト
テ
ン
シ
ョ
ン
方
式

Ｔ
ラ
ー
メ
ン
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋

５
．

形
式

選
定

資
料
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条
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施
工

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

○
：

張
出

し
架

設
は

町
道

か
ら

資
材

供
給

△
：

送
出

し
は

橋
台

背
面

土
を

ヤ
ー

ド

○
：

相
対

的
に

支
承

数
が

少
な

い
箱

桁
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い
鈑

桁

○
：

鋼
床

版
，

P
C
橋

△
：

合
成

桁

○
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

△
：

連
続

桁
構

造

○
：

桁
橋

構
造

（
支

承
構

造
）

△
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

△
△

○ ○
○○

○○
○○

△

-
-

比比
較較

案案

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
6
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

1
案

が
次

点
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
1
2
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

7
案

が
次

点
と

な
る

．

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

順
位

評
価

比比
較較

案案
-

-
-

-

9
1
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△

△
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第
7
案

第
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第
9
案

第
1
0
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第
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第
3
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第
4
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1
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1
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7
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4
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案案
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較較
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-
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第
1
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案

第
1
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案

斜
面
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リ
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の

低
減

案
（

組
杭

深
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＋
抑
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杭

）
斜

面
変

状
リ

ス
ク

の
回

避
案

（
橋

長
延

伸
）

比 較 条 件

供
用

後

施
工

時

詳
細

設
計

時

要
因

供
用

後
(
1
0
0
年

)

施
工

時

詳
細

設
計

時

要
因

費
用

小
計

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

8
1
0

1
2

6

○○

○○
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対
策

工
(
抑

止
杭

)

下
部

工
・

基
礎
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上
部

工

支
承

数
に

よ
る

点
検

の
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易
さ

架
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ヤ
ー

ド
な

ど
施

工
ヤ

ー
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が
小

さ
い
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象
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４
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用
や

工
期

の
リ

ス
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そ
の

２

地
質

調
査

に
対

す
る

質
・

量
の

不
足

に
よ

る
杭

長
お

よ
び

橋
台

高
の

評
価

違
い

リ
ス

ク

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）初

期
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設
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リ
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ク

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

塗
装

塗
替

　
2
回

（
4
5
年

毎
）

小
計

第
6
案

2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

象
限

４
象

限
４

象
限

４

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁
2
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
2
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
2
径

間
連

続
鋼

床
版

箱
桁

橋

第
5
案

第
1
案

-
-

設
計

で
想

定
し

て
い

な
い

斜
面

変
状

に
対

す
る

動
態

観
測

な
ど

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
費

用

象
限

４
象

限
４

象
限

４

-
-

-
-

-

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
抑

止
杭

及
び

杭
長

変
更

の
工

事
費

増
加

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
2
径

間
連

続
P
C
箱

桁
橋

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

-
-

-
-

-
-

象
限

４
象

限
４

2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

象
限

４

○○

△

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
2
径

間
連

続
P
C
箱

桁
橋

△
○ ○

○○
○○

○○

2
径

間
連

続
鋼

床
版

箱
桁

橋

象
限

４

△○ ○

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
橋

台
高

変
更

の
工

事
費

増
加

2
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁

象
限

４

2
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋

△

○ ○

　
よ

っ
て

，
概

算
単

価
に

よ
る

経
済

性
（

初
期

建
設

費
＋

維
持

管
理

費
）

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

6
案

，
第

1
案

，
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
経

済
性

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

1
2
案

，
第

7
案

に
つ

い
て

，
概

略
設

計
を

行
い

事
業

費
の

精
度

を
高

め
た

上
で

総
合

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
と

す
る

．

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○ ○
○○

○○△
△

△
△

△
△

○○
崩

壊
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

橋
の

機
能

の
回

復
が

困
難

と
な

る
可

能
性

　
比

較
条

件
で

は
，

ラ
ー

メ
ン

橋
で

あ
る

第
6
案

，
第

1
2
案

が
斜

面
変

状
に

よ
る

リ
ス

ク
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

○○
○○

○○
○○

△○○
△

概
略
設
計

を
行
う

比
較
案

を
抽
出

す
る
た
め
に

、
ｍ
2
単

価
な
ど

の
概
算

単
価
を
用

い
て
事

業
費
を

算
出
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5
.
2
　

概
略

設
計

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

橋
長

9
4
.
0
m

橋
長

9
4
.
0
m

橋
長

1
0
3
.
0
m

橋
長

1
0
3
.
0
m

支
間

割
2
@
4
6
.
0
m

支
間

割
2
@
4
6
.
0
m

支
間

割
5
5
.
0
m
+
4
6
.
0
m

支
間

割
5
5
.
0
m
+
4
6
.
0
m

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

製
作

費
，

橋
面

工
2
7
4
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
0
3
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
0
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
3
9
,
0
0
0

8
ヶ

月

架
設

費
7
1
,
0
0
0

2
ヶ

月
7
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
8
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
8
8
,
0
0
0

2
ヶ

月

躯
体

費
6
7
,
0
0
0

4
ヶ

月
7
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
6
6
,
0
0
0

4
ヶ

月
6
9
,
0
0
0

4
ヶ

月

仮
設

費
(
土

工
費

)
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月
9
,
0
0
0

1
ヶ

月
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月

1
1
4
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
3
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

7
ヶ

月

4
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
4
0
,
0
0
0

2
ヶ

月

5
7
6
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
6
2
1
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
7
5
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
6
2
5
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

5
5
,
0
0
0

0
5
9
,
0
0
0

0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

7
7
,
0
0
0

7
7
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
8
1
,
0
0
0

1
2
6
,
0
0
0

1
9
3
,
0
0
0

1
3
4
,
0
0
0

合
計

7
5
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
4
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
8
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
7
5
9
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

1
5
0
,
0
0
0

-
1
5
0
,
0
0
0

-

4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-

3
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
3
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
4
,
0
0
0

2
ヶ

月
4
,
0
0
0

2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

7
5
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
4
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
8
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
7
5
9
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
1

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
0
2

9
4
1
,
0
0
0

2
8
ヶ

月
9
3
1
,
0
0
0

2
8
ヶ

月
7
7
6
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月

r
=
1
.
2
3

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
0
1

r
=
1
.
0
0

施
工

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

○
：

張
出

し
架

設
は

町
道

か
ら

資
材

供
給

△
：

送
出

し
は

橋
台

背
面

土
を

ヤ
ー

ド

○
：

相
対

的
に

支
承

数
が

少
な

い
箱

桁
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い
鈑

桁

○
：

鋼
床

版
，

P
C
橋

△
：

合
成

桁

○
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

△
：

連
続

桁
構

造

○
：

桁
橋

構
造

（
支

承
構

造
）

△
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

第
1
2
案

2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

第
1
案

第
6
案

第
7
案

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁

経 済 性

初
期

建
設

費

小
計

維
持

管
理

費
塗

装
塗

替
　

2
回

（
4
5
年

毎
）

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁
2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

斜
面

変
状

リ
ス

ク
の

低
減

案
（

組
杭

深
礎

＋
抑

止
杭

）
斜

面
変

状
リ

ス
ク

の
回

避
案

（
橋

長
延

伸
）

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

小
計

-

リ
ス

ク
詳

細
設

計
時

-

要
因

設
計

で
想

定
し

て
い

な
い

斜
面

変
状

に
対

す
る

動
態

観
測

な
ど

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
費

用
-

-

施
工

時
-

供
用

後
(
1
0
0
年

)
象

限
４

象
限

４

-

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
２

地
質

調
査

に
対

す
る

質
・

量
の

不
足

に
よ

る
杭

長
お

よ
び

橋
台

高
の

評
価

違
い

要
因

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
抑

止
杭

及
び

杭
長

変
更

の
工

事
費

増
加

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
橋

台
高

変
更

の
工

事
費

増
加

リ
ス

ク

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

象
限

４

施
工

時
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

詳
細

設
計

時
象

限
４

象
限

４

供
用

後
-

3-

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

2
1 1-

-

固 有 条 件

○○11

比 較 条 件

架
設

ヤ
ー

ド
な

ど
施

工
ヤ

ー
ド

が
小

さ
い

△
○○5

2
順

位
6

○ ○

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

△
○○

△

○○
△

支
承

数
に

よ
る

点
検

の
容

易
さ

△

○ ○

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性
崩

壊
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

△

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

△○○

橋
の

機
能

の
回

復
が

困
難

と
な

る
可

能
性

○○
△○○

優優
位位

評
価

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
6
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
1
2
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
ま

た
，

リ
ス

ク
を

考
慮

す
る

と
第

1
案

お
よ

び
第

6
案

で
は

施
工

工
程

が
2
4
か

月
を

超
え

る
た

め
，

施
工

条
件

か
ら

逸
脱

す
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

ラ
ー

メ
ン

橋
で

あ
る

第
6
案

，
第

1
2
案

が
斜

面
変

状
に

よ
る

リ
ス

ク
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

　
総

合
的

に
判

断
し

，
第

6
案

お
よ

び
第

1
2
案

は
，

落
橋

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
で

優
位

で
あ

る
と

と
も

に
，

経
済

性
で

も
他

案
に

比
べ

て
優

位
で

あ
る

．
第

6
案

の
リ

ス
ク

を
考

慮
し

な
い

経
済

性
と

，
第

1
2
案

の
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
経

済
性

の
差

は
2
0
,
0
0
0
千

円
程

度
と

差
額

は
比

較
的

少
な

い
こ

と
か

ら
，

建
設

当
初

か
ら

リ
ス

ク
を

"
回

避
"
し

た
第

1
2
案

が
優

位
と

考
え

る
．

-
-

上
部

工

下
部

工

対
策

工
(
抑

止
杭

)

基
礎

工

-○○△

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

4

費
用

△

5
.
1
で
抽
出

し
た
比

較
案
に

対
し
て

概
略
設
計

を
行
い

、
事
業

費
の
精

度
を
上
げ
て

形
式
比

較
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5
.
2
　

概
略

設
計

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

橋
長

9
4
.
0
m

橋
長

9
4
.
0
m

橋
長

1
0
3
.
0
m

橋
長

1
0
3
.
0
m

支
間

割
2
@
4
6
.
0
m

支
間

割
2
@
4
6
.
0
m

支
間

割
5
5
.
0
m
+
4
6
.
0
m

支
間

割
5
5
.
0
m
+
4
6
.
0
m

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

製
作

費
，

橋
面

工
2
7
4
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
0
3
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
0
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
3
3
9
,
0
0
0

8
ヶ

月

架
設

費
7
1
,
0
0
0

2
ヶ

月
7
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
8
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
8
8
,
0
0
0

2
ヶ

月

躯
体

費
6
7
,
0
0
0

4
ヶ

月
7
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
6
6
,
0
0
0

4
ヶ

月
6
9
,
0
0
0

4
ヶ

月

仮
設

費
(
土

工
費

)
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月
9
,
0
0
0

1
ヶ

月
1
0
,
0
0
0

1
ヶ

月

1
1
4
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
3
,
0
0
0

7
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

7
ヶ

月

4
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
4
0
,
0
0
0

2
ヶ

月

5
7
6
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
6
2
1
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
7
5
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
6
2
5
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

5
5
,
0
0
0

0
5
9
,
0
0
0

0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

2
9
,
0
0
0

7
7
,
0
0
0

7
7
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

8
5
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

1
8
1
,
0
0
0

1
2
6
,
0
0
0

1
9
3
,
0
0
0

1
3
4
,
0
0
0

合
計

7
5
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
4
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
8
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
7
5
9
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

1
5
0
,
0
0
0

-
1
5
0
,
0
0
0

-

4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-
4
,
0
0
0

-

3
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
3
0
,
0
0
0

4
ヶ

月
4
,
0
0
0

2
ヶ

月
4
,
0
0
0

2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

7
5
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
4
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
8
,
0
0
0

2
2
ヶ

月
7
5
9
,
0
0
0

2
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
1

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
0
2

9
4
1
,
0
0
0

2
8
ヶ

月
9
3
1
,
0
0
0

2
8
ヶ

月
7
7
6
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
7
6
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月

r
=
1
.
2
3

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
0
1

r
=
1
.
0
0

施
工

の
確

実
性

お
よ

び
容

易
さ

○
：

張
出

し
架

設
は

町
道

か
ら

資
材

供
給

△
：

送
出

し
は

橋
台

背
面

土
を

ヤ
ー

ド

○
：

相
対

的
に

支
承

数
が

少
な

い
箱

桁
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い
鈑

桁

○
：

鋼
床

版
，

P
C
橋

△
：

合
成

桁

○
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

△
：

連
続

桁
構

造

○
：

桁
橋

構
造

（
支

承
構

造
）

△
：

ラ
ー

メ
ン

構
造

第
1
2
案

2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

第
1
案

第
6
案

第
7
案

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁

経 済 性

初
期

建
設

費

小
計

維
持

管
理

費
塗

装
塗

替
　

2
回

（
4
5
年

毎
）

ﾎ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾃ
ﾝ
ｼ
ｮ
ﾝ
方

式
T
ﾗ
ｰ
ﾒ
ﾝ
P
C
箱

桁
2
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋

斜
面

変
状

リ
ス

ク
の

低
減

案
（

組
杭

深
礎

＋
抑

止
杭

）
斜

面
変

状
リ

ス
ク

の
回

避
案

（
橋

長
延

伸
）

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

小
計

-

リ
ス

ク
詳

細
設

計
時

-

要
因

設
計

で
想

定
し

て
い

な
い

斜
面

変
状

に
対

す
る

動
態

観
測

な
ど

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
費

用
-

-

施
工

時
-

供
用

後
(
1
0
0
年

)
象

限
４

象
限

４

-

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
２

地
質

調
査

に
対

す
る

質
・

量
の

不
足

に
よ

る
杭

長
お

よ
び

橋
台

高
の

評
価

違
い

要
因

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
抑

止
杭

及
び

杭
長

変
更

の
工

事
費

増
加

支
持

層
の

見
込

み
違

い
に

よ
る

，
橋

台
高

変
更

の
工

事
費

増
加

リ
ス

ク

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

象
限

４

施
工

時
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

詳
細

設
計

時
象

限
４

象
限

４

供
用

後
-

3-

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

2
11-

-

固 有 条 件

○○11

比 較 条 件

架
設

ヤ
ー

ド
な

ど
施

工
ヤ

ー
ド

が
小

さ
い

△
○○5

2
順

位
6

○○

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

△
○○

△

○○
△

支
承

数
に

よ
る

点
検

の
容

易
さ

△

○○

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性
崩

壊
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

△

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

△○○

橋
の

機
能

の
回

復
が

困
難

と
な

る
可

能
性

○○
△○○

優優
位位

評
価

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
6
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
1
2
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
ま

た
，

リ
ス

ク
を

考
慮

す
る

と
第

1
案

お
よ

び
第

6
案

で
は

施
工

工
程

が
2
4
か

月
を

超
え

る
た

め
，

施
工

条
件

か
ら

逸
脱

す
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

ラ
ー

メ
ン

橋
で

あ
る

第
6
案

，
第

1
2
案

が
斜

面
変

状
に

よ
る

リ
ス

ク
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

　
総

合
的

に
判

断
し

，
第

6
案

お
よ

び
第

1
2
案

は
，

落
橋

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
で

優
位

で
あ

る
と

と
も

に
，

経
済

性
で

も
他

案
に

比
べ

て
優

位
で

あ
る

．
第

6
案

の
リ

ス
ク

を
考

慮
し

な
い

経
済

性
と

，
第

1
2
案

の
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
経

済
性

の
差

は
2
0
,
0
0
0
千

円
程

度
と

差
額

は
比

較
的

少
な

い
こ

と
か

ら
，

建
設

当
初

か
ら

リ
ス

ク
を

"
回

避
"
し

た
第

1
2
案

が
優

位
と

考
え

る
．

-
-

上
部

工

下
部

工

対
策

工
(
抑

止
杭

)

基
礎

工

-○○△

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

4

費
用

△

5
.
1
で
抽
出

し
た
比

較
案
に

対
し
て

概
略
設
計

を
行
い

、
事
業

費
の
精

度
を
上
げ
て

形
式
比

較

６
．

段
階

的
な

更
新

形
式

選
定

時
詳

細
設

計
時

施
工

時
供

用
後

①
形

式
選

定
時

詳
細

な
地

質
調

査
を

実
施

し
て

支
持

層
深

度
を

把
握

し
，

条
件

の
精

度
を

確
保

し
て

設
計

す
る

こ
と

で
杭

長
の

見
込

み
違

い
を

低
減

す
る

．
⇒

象
限

４

詳
細

設
計

時
の

地
質

調
査

を
受

け
施

工
時

に
支

持
層

を
確

認
す

る
．

⇒
象

限
４

ー

②
詳

細
設

計
時

③
施

工
時

対
応

方
針

事 業 段 階

　
現

時
点

で
は

，
①

形
式

選
定

時
に

お
け

る
各

時
点

の
対

応
方

針
を

記
載

し
て

い
る

．
②

詳
細

設
計

時
に

は
，

①
形

式
選

定
時

に
決

定
し

た
対

応
方

針
の

履
行

が
基

本
と

な
る

が
，

履
行

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
，

そ
の

後
の

事
業

段
階

に
お

い
て

対
応

方
針

が
変

更
と

な
る

こ
と

か
ら

，
対

応
方

針
の

再
検

討
を

行
い

更
新

す
る

こ
と

．
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形式選定の試設計（案） ： ⾼架橋

■路線計画
・道路規格
・幅員構成（暫定、完成）
・計画交通量
・道路幾何構造（平面・縦断線形など）
・その他

【道路予備設計】

■橋梁概略計画
・路線上の架橋位置
・橋梁延長（概略：橋梁一般図）
・幅員構成（暫定、完成）
・幾何構造
・その他

【3.4 橋梁設計にて行うリスク評価と対応方針の設定】

・リスク対応方針によって対応する項目と水準をまとめた条件を

固有条件として，基本条件と併せて整理

【基本条件の設定】

■橋の重要度

■設計供用期間

■道路橋示方書で最低限定めている性能

【3.6 形式選定資料の作成】

・基本条件，固有条件，構造特徴，比較の一連の情報を表としてまとめる．

STEP1 ： 概算単価による比較案抽出

STEP2 ： STEP1で抽出した比較案に対して概略設計による形式比較

【最適形式の選定】

・形式選定資料をもとに，最適形式を選定する．

【橋梁計画の前提条件】

■ 3.3.1 当該橋梁特有の選定条件を設定するための調査
■ 3.3.2 地震の影響に関する条件の設定
■ 3.3.3 維持管理に関する条件の設定
■ 3.3.4 施工に関する条件の設定
■ 3.3.5 景観に関する条件の設定
■ 3.3.6 示方書に規定がない材料等の適用条件の設定

（新技術・新工法を採用する場合には架橋条件の適合性を検討すること）

案の追加なし

案の追加

【比較条件の設定】

・比較条件（構造上の配慮事項）を設定し，その優劣を評価する．

【段階的な更新】

・リスクの対応方針の引き継ぎ事項について，事業の各段階で更新する．

【二次選定】

・基本条件を満たし，固有条件に適合する構造形式を選定する．

【一次選定】

・基本条件を満たし，架橋配置に適合する構造形式を選定する．

【参考】 表-3.6.6から3.6.8 固有条件表(例)

【参考】 表-3.6.1から3.6.5 基本条件表(例)

参考資料5-2

34



１
．

基
本

条
件

1
.
1
　

橋
梁

計
画

の
前

提
条

件

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

1
.
1
.
1
　

橋
の

重
要

度
（

1
）

社
会

・
経

済
活

動
上

の
位

置
づ

け
主

要
幹

線
道

路
　

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
2
）

防
災

計
画

上
の

位
置

付
け

第
１

次
緊

急
輸

送
道

路

（
3
）

路
線

の
代

替
性

迂
回

路
な

し

（
4
）

耐
震

設
計

上
の

橋
の

重
要

度
Ｂ

種
-

1
.
1
.
2
　

設
計

供
用

期
間

1
0
0
年

-

1
.
1
.
3
　

架
橋

位
置

特
有

の
条

件

（
1
）

路
線

条
件

1
）

交
通

状
況

（
将

来
交

通
量

，
大

型
車

交
通

量
な

ど
）

将
来

交
通

量
　

　
7
,
8
0
0
台

/
日

大
型

車
交

通
量

　
2
,
0
0
0
台

/
日

以
上

-

2
）

将
来

計
画

（
拡

幅
予

定
，

付
属

施
設

の
設

置
な

ど
）

将
来

計
画

な
し

-

3
）

交
差

物
件

鉄
道

市
道

（
将

来
計

画
な

し
）

鉄
道

を
跨

ぐ
橋

長
計

画
と

す
る

．
・

市
街

化
が

将
来

的
に

進
ん

だ
場

合
は

，
交

差
す

る
新

た
な

路
線

を
計

画
す

る
リ

ス
ク

あ
り

4
）

路
線

上
の

架
橋

位
置

橋
梁

計
画

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
平

面
線

形
は

以
下

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
を

避
け

て
決

定
し

て
お

り
，

橋
梁

位
置

で
の

ル
ー

ト
変

更
は

困
難

．
・

架
橋

位
置

か
ら

起
点

側
約

3
0
0
m
，

終
点

側
約

3
0
0
m
ま

で
は

道
路

改
良

済
み

橋
台

位
置

は
，

橋
梁

の
維

持
管

理
上

必
要

な
桁

下
余

裕
高

と
し

て
，

桁
下

か
ら

地
上

ま
で

2
.
0
m
を

確
保

．

項
目

　
(
1
）

～
(
3
）

に
対

し
て

，
第

１
次

緊
急

輸
送

で
あ

る
こ

と
，

ま
た

同
規

模
の

迂
回

路
が

存
在

し
な

い
こ

と
か

ら
，

平
常

時
・

災
害

時
と

も
に

橋
梁

の
規

制
は

極
力

避
け

る
．

た
だ

し
，

点
検

や
修

繕
の

た
め

に
予

め
計

画
し

た
短

期
間

の
交

通
規

制
（

片
側

交
互

通
行

）
は

許
容

す
る

．
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設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

項
目

（
2
）

自
然

環
境

条
件

1
）

腐
食

環
境

（
地

理
的

条
件

，
飛

来
塩

分
な

ど
）

太
平

洋
沿

岸
部

で
2
k
m
を

超
え

る
地

域
（

太
平

洋
か

ら
1
0
0
k
m

超
）

鋼
橋

は
耐

候
性

鋼
材

仕
様

を
基

本
と

す
る

．

2
）

気
象

条
件

（
温

度
，

積
雪

，
降

雨
量

，
風

況
な

ど
）

普
通

地
域

-

3
）

地
形

・
地

質
条

件
（

軟
弱

地
盤

，
液

状
化

が
生

じ
る

地
盤

，
斜

面
崩

壊
な

ど
の

発
生

，
断

層
な

ど
）

平
地

部
橋

梁
-

4
）

地
盤

変
動

平
地

部
橋

梁
-

5
）

河
相

（
流

況
，

過
去

の
流

心
や

河
床

の
変

動
な

ど
）

交
差

す
る

河
川

は
な

し
-

6
）

地
下

水
（

水
位

，
地

質
な

ど
）

地
下

水
位

は
支

持
層

位
置

-

7
）

気
象

な
ど

の
過

去
の

記
録

（
過

去
の

地
震

，
津

波
遡

上
高

さ
な

ど
）

近
傍

で
大

規
模

な
地

震
履

歴
は

な
し

-

（
3
）

周
辺

環
境

1
）

既
存

物
件

（
住

宅
，

病
院

，
商

工
業

地
，

墓
地

，
防

風
林

，
水

源
地

，
温

泉
）

住
宅

あ
り

橋
梁

計
画

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

設
定

2
）

地
下

埋
設

物
（

ガ
ス

，
上

下
水

道
，

史
跡

，
文

化
財

な
ど

）
地

下
埋

設
物

の
事

前
調

査
に

よ
り

な
し

-

3
）

架
空

条
件

（
電

線
類

な
ど

）
高

圧
線

あ
り

-

4
）

利
水

状
況

他
（

舟
運

，
漁

業
，

利
水

（
工

業
，

農
業

な
ど

）
な

ど
）

利
水

状
況

な
し

-

（
4
）

使
用

材
料

の
条

件
特

性
及

び
製

造
に

関
す

る
条

件
1
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

プ
ラ

ン
ト

の
条

件
(
立

地
条

件
，

設
備

，
品

質
管

理
体

制
な

ど
）

架
橋

位
置

か
ら

5
k
m
の

位
置

に
J
I
S
認

証
工

場
あ

り
-

2
）

使
用

材
料

の
条

件
（

材
料

の
採

取
地

，
量

，
質

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

な
ど

）

埋
戻

し
土

は
現

地
発

生
材

を
使

用
-

（
5
）

施
工

に
関

す
る

条
件

1
）

関
連

法
規

（
騒

音
，

振
動

，
資

材
運

搬
，

施
工

な
ど

に
関

わ
る

法
規

に
つ

い
て

の
制

限
な

ど
）

制
限

を
受

け
る

施
設

な
し

-

2
）

運
搬

路
（

道
路

条
件

，
支

障
物

件
，

迂
回

路
，

航
路

，
水

深
な

ど
）

架
橋

位
置

ま
で

の
土

工
区

間
は

整
備

済
み

-

3
）

作
業

環
境

（
作

業
空

間
，

掘
削

土
な

ど
の

処
理

，
電

気
・

給
排

水
な

ど
）

跨
線

部
の

架
設

は
，

き
電

停
止

中
（

3
時

間
）

に
行

う
き

電
停

止
中

に
架

設
可

能
な

橋
梁

形
式

を
選

定
．

4
）

有
毒

ガ
ス

，
酸

素
欠

乏
空

気
な

ど
（

有
毒

ガ
ス

の
種

類
と

発
生

状
況

，
酸

素
欠

乏
空

気
の

状
況

）

有
毒

ガ
ス

等
の

発
生

な
し

-
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設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

項
目

（
2
）

自
然

環
境

条
件

1
）

腐
食

環
境

（
地

理
的

条
件

，
飛

来
塩

分
な

ど
）

太
平

洋
沿

岸
部

で
2
k
m
を

超
え

る
地

域
（

太
平

洋
か

ら
1
0
0
k
m

超
）

鋼
橋

は
耐

候
性

鋼
材

仕
様

を
基

本
と

す
る

．

2
）

気
象

条
件

（
温

度
，

積
雪

，
降

雨
量

，
風

況
な

ど
）

普
通

地
域

-

3
）

地
形

・
地

質
条

件
（

軟
弱

地
盤

，
液

状
化

が
生

じ
る

地
盤

，
斜

面
崩

壊
な

ど
の

発
生

，
断

層
な

ど
）

平
地

部
橋

梁
-

4
）

地
盤

変
動

平
地

部
橋

梁
-

5
）

河
相

（
流

況
，

過
去

の
流

心
や

河
床

の
変

動
な

ど
）

交
差

す
る

河
川

は
な

し
-

6
）

地
下

水
（

水
位

，
地

質
な

ど
）

地
下

水
位

は
支

持
層

位
置

-

7
）

気
象

な
ど

の
過

去
の

記
録

（
過

去
の

地
震

，
津

波
遡

上
高

さ
な

ど
）

近
傍

で
大

規
模

な
地

震
履

歴
は

な
し

-

（
3
）

周
辺

環
境

1
）

既
存

物
件

（
住

宅
，

病
院

，
商

工
業

地
，

墓
地

，
防

風
林

，
水

源
地

，
温

泉
）

住
宅

あ
り

橋
梁

計
画

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
と

し
て

設
定

2
）

地
下

埋
設

物
（

ガ
ス

，
上

下
水

道
，

史
跡

，
文

化
財

な
ど

）
地

下
埋

設
物

の
事

前
調

査
に

よ
り

な
し

-

3
）

架
空

条
件

（
電

線
類

な
ど

）
高

圧
線

あ
り

-

4
）

利
水

状
況

他
（

舟
運

，
漁

業
，

利
水

（
工

業
，

農
業

な
ど

）
な

ど
）

利
水

状
況

な
し

-

（
4
）

使
用

材
料

の
条

件
特

性
及

び
製

造
に

関
す

る
条

件
1
）

コ
ン

ク
リ

ー
ト

プ
ラ

ン
ト

の
条

件
(
立

地
条

件
，

設
備

，
品

質
管

理
体

制
な

ど
）

架
橋

位
置

か
ら

5
k
m
の

位
置

に
J
I
S
認

証
工

場
あ

り
-

2
）

使
用

材
料

の
条

件
（

材
料

の
採

取
地

，
量

，
質

，
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

配
合

な
ど

）

埋
戻

し
土

は
現

地
発

生
材

を
使

用
-

（
5
）

施
工

に
関

す
る

条
件

1
）

関
連

法
規

（
騒

音
，

振
動

，
資

材
運

搬
，

施
工

な
ど

に
関

わ
る

法
規

に
つ

い
て

の
制

限
な

ど
）

制
限

を
受

け
る

施
設

な
し

-

2
）

運
搬

路
（

道
路

条
件

，
支

障
物

件
，

迂
回

路
，

航
路

，
水

深
な

ど
）

架
橋

位
置

ま
で

の
土

工
区

間
は

整
備

済
み

-

3
）

作
業

環
境

（
作

業
空

間
，

掘
削

土
な

ど
の

処
理

，
電

気
・

給
排

水
な

ど
）

跨
線

部
の

架
設

は
，

き
電

停
止

中
（

3
時

間
）

に
行

う
き

電
停

止
中

に
架

設
可

能
な

橋
梁

形
式

を
選

定
．

4
）

有
毒

ガ
ス

，
酸

素
欠

乏
空

気
な

ど
（

有
毒

ガ
ス

の
種

類
と

発
生

状
況

，
酸

素
欠

乏
空

気
の

状
況

）

有
毒

ガ
ス

等
の

発
生

な
し

-

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

項
目

1
.
1
.
4
　

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

1
）

平
時

，
緊

急
時

に
期

待
さ

れ
る

役
割

（
迂

回
路

の
有

無
，

迂
回

路
に

な
り

得
る

道
路

な
ど

）

迂
回

路
な

し
同

規
模

の
迂

回
路

が
存

在
し

な
い

こ
と

か
ら

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．
た

だ
し

，
点

検
や

修
繕

の
た

め
に

予
め

計
画

し
た

短
期

間
の

交
通

規
制

（
片

側
交

互
通

行
）

は
許

容
す

る
．

緊
急

時
に

お
け

る
車

両
の

通
行

を
可

能
と

す
る

た
め

に
，

段
差

防
止

構
造

を
設

置
．

2
）

交
差

物
件

な
ど

の
維

持
管

理
上

の
制

約
条

件
交

差
鉄

道
の

建
築

限
界

と
桁

下
と

の
離

隔
は

0
.
8
m
以

上
確

保
上

部
工

及
び

下
部

工
検

査
路

の
設

置
．

桁
端

部
に

維
持

管
理

ス
ペ

ー
ス

の
確

保
．

3
）

点
検

方
法

（
通

常
時

，
緊

急
時

）
通

常
時

　
近

接
目

視
に

よ
る

５
年

ご
と

の
定

期
点

検
緊

急
時

　
遠

望
及

び
近

接
目

視
近

接
目

視
点

検
は

片
側

交
互

通
行

に
よ

る
交

通
規

制
．

点
検

時
な

ど
の

維
持

管
理

の
近

接
性

第
１

次
緊

急
輸

送
道

路
で

あ
る

た
め

，
近

接
困

難
な

部
位

を
で

き
る

だ
け

少
な

く
す

る
．

上
部

工
及

び
下

部
工

検
査

路
，

吊
足

場
設

置
用

の
吊

金
具

の
設

置
．

支
承

部
の

近
接

性
第

１
次

緊
急

輸
送

道
路

で
あ

る
た

め
，

上
部

工
及

び
下

部
工

検
査

路
の

設
置

．
桁

下
高

及
び

支
承

取
替

時
の

ジ
ャ

ッ
キ

ア
ッ

プ
ス

ペ
ー

ス
の

確
保

．

4
）

被
災

時
の

修
繕

方
法

(
作

業
空

間
，

作
業

場
の

制
約

な
ど

）
検

査
路

か
ら

の
接

近
が

可
能

-

5
）

維
持

作
業

計
画

（
除

雪
，

凍
結

防
止

な
ど

）
積

雪
寒

冷
地

で
は

な
い

-

6
）

維
持

管
理

計
画

（
部

材
更

新
な

ど
）

上
部

構
造

：
更

新
計

画
な

し
支

承
構

造
：

更
新

計
画

な
し

下
部

構
造

：
更

新
計

画
な

し

伸
縮

装
置

・
舗

装
・

防
水

層
（

耐
久

期
間

3
0
年

）

1
.
1
.
5
　

施
工

に
関

す
る

条
件

1
）

施
工

工
期

施
工

工
期

の
設

定
-

2
）

架
橋

位
置

特
有

の
施

工
の

条
件

上
部

工
架

設
は

き
電

停
止

中
に

実
施

．
送

出
し

工
法

・
押

出
し

工
法

，
ク

レ
ー

ン
架

設
工

法
を

採
用

す
る

．

1
.
1
.
6
　

景
観

に
関

す
る

条
件

景
観

性
（

デ
ザ

イ
ン

）
へ

の
配

慮
当

該
橋

梁
に

は
シ

ン
ボ

ル
と

し
て

の
役

割
は

考
慮

し
な

い
．
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1
.
2
　

要
求

性
能

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

1
.
2
.
1
　

道
路

橋
示

方
書

で
最

低
限

定
め

て
い

る
性

能
（

1
）

耐
荷

性
能

橋
の

耐
荷

性
能

２

（
2
）

耐
久

性
能

設
計

耐
久

期
間

1
0
0
年

伸
縮

装
置

や
支

承
な

ど
の

供
用

期
間

中
の

維
持

管
理

行
為

に
よ

る
補

修
や

部
材

等
の

更
新

を
前

提
と

す
る

部
材

に
つ

い
て

は
，

1
0
0
年

を
超

え
な

い
範

囲
で

設
定

．

項
目
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1
.
2
　

要
求

性
能

設
計

条
件

橋
の

形
式

選
定

で
の

配
慮

1
.
2
.
1
　

道
路

橋
示

方
書

で
最

低
限

定
め

て
い

る
性

能
（

1
）

耐
荷

性
能

橋
の

耐
荷

性
能

２

（
2
）

耐
久

性
能

設
計

耐
久

期
間

1
0
0
年

伸
縮

装
置

や
支

承
な

ど
の

供
用

期
間

中
の

維
持

管
理

行
為

に
よ

る
補

修
や

部
材

等
の

更
新

を
前

提
と

す
る

部
材

に
つ

い
て

は
，

1
0
0
年

を
超

え
な

い
範

囲
で

設
定

．

項
目

【【
一一

次次
選選

定定
】】

（
1
）

橋
台

位
置

（
橋

長
）

の
検

討

　
　

・
橋

の
橋

台
位

置
の

案
と

し
て

，
道

路
予

備
設

計
で

設
定

さ
れ

た
架

橋
位

置
で

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
台

位
置

を
設

定
す

る
．

　
　

　
基

本
条

件
の

1
.
1
.
3
_
(
1
）

_
3
）

交
差

物
件

よ
り

，
鉄

道
を

跨
ぐ

よ
う

配
置

す
る

。
ま

た
，

基
本

条
件

1
.
1
.
3
_
4
)
路

線
上

の
架

橋
位

置
よ
り

，
最

小
の

桁
下

空
間

を
2
.
0
m
以

上
確

保
で

き
る

位
置

と
す

る

　
　

・
橋

台
位

置
は

，
総

工
事

費
（

上
部

工
費

，
下

部
工

費
，

土
工

費
［

擁
壁

，
函

渠
，

盛
土

，
舗

装
な

ど
］

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

）
を

予
備

検
討

に
よ

り
算

定
し

決
定

し
た

．

【
橋

台
位

置
の

検
討

例
】

（
2
）

支
間

割
り

の
検

討

　
　

（
1
）

で
設

定
さ

れ
た

橋
長

に
対

し
て

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

支
間

割
り

を
設

定
す

る
．

　
　

考
え

ら
れ

る
支

間
割

は
，

考
査

条
件

か
ら

１
径

間
案

の
み

で
あ

る
た

め
，

１
径

間
案

を
採

用
す

る
．

（
3
）

基
本

条
件

を
満

た
す

架
橋

配
置

の
検

討
（

4
）

基
本

条
件

お
よ

び
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

の
選

定

　
　

（
1
）

お
よ

び
（

2
）

の
検

討
結

果
か

ら
選

定
さ

れ
た

，
架

橋
配

置
を

図
1
に

示
す

．
　

　
（

3
）

で
設

定
さ

れ
た

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式
を

，
表

1
に

示
す

．

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

鋼
箱

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

鋼
床

版
鈑

桁
橋

単
純

鋼
床

版
箱

桁
橋

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
合

成
床

版
)

単
純

開
断

面
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

単
純

鋼
細

幅
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

*
3
：

迂
回

路
が

な
い

た
め

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．

*
2
：

き
電

停
止

中
(
3
 
時

間
)
以

内
に

架
設

可
能

な
形

式
を

選
定

す
る

.
鋼

橋
に

つ
い

て
は

，
送

り
出

し
架

設
（

押
し

出
し

架
設

）
，

ク
レ

ー
ン

一
括

架
設

が
可

能
．

鉄
道

上
の

架
設

工
法

と
し

て
，

実
績

，
経

済
性

か
ら

一
般

に
送

り
出

し
架

設
が

優
れ

る
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
に

つ
い

て
は

，
支

保
工

架
設

は
3
 
時

間
で

の
支

保
工

設
備

の
設

置
撤

去
が

困
難

，
架

設
桁

架
設

は
3
 
時

間
で

の
架

設
桁

設
備

の
設

置
撤

去
が

困
難

，
送

り
出

し
架

設
（

押
し

出
し

架
設

）
は

送
り

出
し

速
度

が
遅

く
3
 
時

間
で

の
架

設
が

困
難

，
ク

レ
ー

ン
一

括
架

設
は

桁
重

量
が

重
く

困
難

と
な

る
．

第
7
案

鋼 橋

〃
〃

〃

*
1
：

道
路

縦
断

勾
配

お
よ

び
鉄

道
建

築
限

界
を

満
足

し
，

か
つ

，
桁

下
の

維
持

管
理

余
裕

高
を

確
保

で
き

る
桁

高
2
.
4
m
 
以

下
と

な
る

形
式

を
選

定
す

る
．

〃

第
2
案

第
5
案

図
1
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果

表
1
　

基
本

条
件

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

構
造

形
式

基
本

条
件

を
満

た
し

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
す

る
．

〃

桁
高

制
限

*
1

〃〃

適
用

可
能

〃 〃 〃

第
3
案

第
4
案

〃

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

*
3

　
橋

梁
維

持
・

管
理

用
施

設
を

設
置

す
る

事
で

，
対

応
可

能
(
検

査
路

等
)

〃 〃 〃

第
6
案

第
1
案

施
工

工
期

の
制

約
*
2

　
送

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能

〃 〃 〃

橋
⻑

L=
48

.0
m

39



【【
交交

差差
道道

路路
新新

設設
のの

リリ
スス

クク
にに

対対
すす

るる
対対

応応
】】

　
　

交
差

道
路

の
新

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
，

『
2
.
固

有
条

件
(
リ

ス
ク

評
価

と
対

応
方

針
)
』

に
基

づ
き

，
【

低
減

案
：

中
間

橋
長

案
，

お
よ

び
最

長
橋

長
案

】
に

つ
い

て
検

討
す

る
．

【
リ

ス
ク

の
低

減
案

】

　
・

中
間

橋
長

案
：

交
差

す
る

市
道

部
も

高
架

区
間

と
し

て
検

討
す

る
。

　
・

最
長

橋
長

案
：

基
本

条
件

1
.
1
.
３

_
４

)
路

線
上

の
架

橋
位

置
よ

り
，

最
小

の
桁

下
空

間
を

2
.
0
m
以

上
確

保
で

き
る

位
置

と
し

て
検

討
す

る
．

（
1
）

橋
長

の
検

討

　
・

中
間

橋
長

案
に

つ
い

て
は

，
一

次
選

定
の

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｅ

２
と

す
る

。

　
・

最
長

橋
長

案
に

つ
い

て
は

，
一

次
選

定
の

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｅ

３
と

す
る

。

　
・

橋
台

位
置

は
，

総
工

事
費

（
上

部
工

費
，

下
部

工
費

，
土

工
費

［
擁

壁
，

盛
土

，
舗

装
な

ど
］

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

）
を

予
備

検
討

に
よ

り
算

定
し

決
定

し
て

い
る

．

（
2
）

橋
脚

位
置

(
支

間
割

）
の

検
討

　
（

1
）

で
設

定
さ

れ
た

橋
長

に
対

し
て

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
基

本
条

件
の

1
.
1
.
3
_
(
1
）

_
3
）

交
差

物
件

よ
り

，
鉄

道
お

よ
び

市
道

を
避

け
た

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
支

間
割

は
，

複
数

の
案

が
考

え
ら

れ
る

た
め

，
総

工
事

費
（

上
部

工
費

，
下

部
工

費
，

土
工

費
［

擁
壁

，
盛

土
，

舗
装

な
ど

］
の

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
）

を
予

備
検

討
に

よ
り

算
定

し
を

採
用

す
る

支
間

割
を

決
定

し
た

．

（
3
）

基
本

条
件

を
満

た
す

架
橋

配
置

の
検

討

　
　

（
1
）

お
よ

び
（

2
）

の
検

討
結

果
か

ら
選

定
さ

れ
た

，
架

橋
配

置
を

図
3
お

よ
び

図
4
に

示
す

．

図
3
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

低
減

案
：

中
間

橋
長

案
）

交
差

道
路

の
新

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

は
，

象
限

１
で

あ
る

た
め

、
象

限
２

以
下

と
す

る
た

め
の

対
応

方
法

を
検

討
す

る
．

図
4
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

低
減

案
：

最
長

橋
長

案
）

【
中

間
橋

長
案

】
【

最
長

橋
長

案
】

鉄
道

橋
⻑

L=
33

6m

橋
⻑

L=
10

4m

鉄
道
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【【
交交

差差
道道

路路
新新

設設
のの

リリ
スス

クク
にに

対対
すす

るる
対対

応応
】】

　
　

交
差

道
路

の
新

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

の
対

応
方

法
に

つ
い

て
，

『
2
.
固

有
条

件
(
リ

ス
ク

評
価

と
対

応
方

針
)
』

に
基

づ
き

，
【

低
減

案
：

中
間

橋
長

案
，

お
よ

び
最

長
橋

長
案

】
に

つ
い

て
検

討
す

る
．

【
リ

ス
ク

の
低

減
案

】

　
・

中
間

橋
長

案
：

交
差

す
る

市
道

部
も

高
架

区
間

と
し

て
検

討
す

る
。

　
・

最
長

橋
長

案
：

基
本

条
件

1
.
1
.
３

_
４

)
路

線
上

の
架

橋
位

置
よ

り
，

最
小

の
桁

下
空

間
を

2
.
0
m
以

上
確

保
で

き
る

位
置

と
し

て
検

討
す

る
．

（
1
）

橋
長

の
検

討

　
・

中
間

橋
長

案
に

つ
い

て
は

，
一

次
選

定
の

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｅ

２
と

す
る

。

　
・

最
長

橋
長

案
に

つ
い

て
は

，
一

次
選

定
の

Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｅ

３
と

す
る

。

　
・

橋
台

位
置

は
，

総
工

事
費

（
上

部
工

費
，

下
部

工
費

，
土

工
費

［
擁

壁
，

盛
土

，
舗

装
な

ど
］

の
ト

ー
タ

ル
コ

ス
ト

）
を

予
備

検
討

に
よ

り
算

定
し

決
定

し
て

い
る

．

（
2
）

橋
脚

位
置

(
支

間
割

）
の

検
討

　
（

1
）

で
設

定
さ

れ
た

橋
長

に
対

し
て

，
基

本
条

件
に

適
合

す
る

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
基

本
条

件
の

1
.
1
.
3
_
(
1
）

_
3
）

交
差

物
件

よ
り

，
鉄

道
お

よ
び

市
道

を
避

け
た

橋
脚

位
置

を
設

定
す

る
．

　
支

間
割

は
，

複
数

の
案

が
考

え
ら

れ
る

た
め

，
総

工
事

費
（

上
部

工
費

，
下

部
工

費
，

土
工

費
［

擁
壁

，
盛

土
，

舗
装

な
ど

］
の

ト
ー

タ
ル

コ
ス

ト
）

を
予

備
検

討
に

よ
り

算
定

し
を

採
用

す
る

支
間

割
を

決
定

し
た

．

（
3
）

基
本

条
件

を
満

た
す

架
橋

配
置

の
検

討

　
　

（
1
）

お
よ

び
（

2
）

の
検

討
結

果
か

ら
選

定
さ

れ
た

，
架

橋
配

置
を

図
3
お

よ
び

図
4
に

示
す

．

図
3
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

低
減

案
：

中
間

橋
長

案
）

交
差

道
路

の
新

設
に

対
す

る
リ

ス
ク

評
価

は
，

象
限

１
で

あ
る

た
め

、
象

限
２

以
下

と
す

る
た

め
の

対
応

方
法

を
検

討
す

る
．

図
4
　

架
橋

配
置

の
検

討
結

果
（

低
減

案
：

最
長

橋
長

案
）

【
中

間
橋

長
案

】
【

最
長

橋
長

案
】

鉄
道

橋
⻑

L=
33

6m

橋
⻑

L=
10

4m

鉄
道

【【
二二

次次
選選

定定
】】

基
本

条
件

，
固

有
条

件
（

リ
ス

ク
評

価
と

対
応

方
針

）
，

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式
を

選
定

す
る

．

『
２

．
固

有
条

件
（

リ
ス

ク
評

価
と

対
応

方
針

）
』

で
，

リ
ス

ク
評

価
が

象
限

1
で

あ
っ

た
斜

面
変

状
の

リ
ス

ク
に

対
す

る
対

応
方

法
を

踏
ま

え
，

基
本

条
件

，
架

橋
配

置
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
し

た
．

斜
面

変
状

の
リ

ス
ク

に
対

す
る

対
応

方
法

橋
　

長
桁

高
制

限
*
1

施
工

工
期

の
制

約
*
2

維
持

管
理

に
関

す
る

条
件

*
3

【
低

減
案

：
中

間
橋

長
案

】

　

【
低

減
案

：
最

長
橋

長
案

】

*
1
：

道
路

縦
断

勾
配

お
よ

び
鉄

道
建

築
限

界
を

満
足

し
，

か
つ

，
桁

下
の

維
持

管
理

余
裕

高
を

確
保

で
き

る
桁

高
2
.
4
m
 
以

下
と

な
る

形
式

を
選

定
す

る
．

*
3
：

迂
回

路
が

な
い

た
め

，
平

常
時

・
災

害
時

と
も

に
橋

梁
の

規
制

は
極

力
避

け
る

．

*
2
：

き
電

停
止

中
(
3
 
時

間
)
以

内
に

架
設

可
能

な
形

式
を

選
定

す
る

.
鋼

橋
に

つ
い

て
は

，
送

り
出

し
架

設
（

押
し

出
し

架
設

）
，

ク
レ

ー
ン

一
括

架
設

が
可

能
．

鉄
道

上
の

架
設

工
法

と
し

て
，

実
績

，
経

済
性

か
ら

一
般

に
送

り
出

し
架

設
が

優
れ

る
．

コ
ン

ク
リ

ー
ト

橋
に

つ
い

て
は

，
支

保
工

架
設

は
3
 
時

間
で

の
支

保
工

設
備

の
設

置
撤

去
が

困
難

，
架

設
桁

架
設

は
3
 
時

間
で

の
架

設
桁

設
備

の
設

置
撤

去
が

困
難

，
送

り
出

し
架

設
（

押
し

出
し

架
設

）
は

送
り

出
し

速
度

が
遅

く
3
 
時

間
で

の
架

設
が

困
難

，
ク

レ
ー

ン
一

括
架

設
は

桁
重

量
が

重
く

困
難

と
な

る
．

第
7
案

第
1
3
案

1
0
4
m

鋼 橋

3
径

間
連

続
鋼

細
幅

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

〃
〃

〃

9
径

間
連

続
開

断
面

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

〃
〃

〃〃

第
1
4
案

〃

〃 〃

9
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

〃 〃

　
橋

梁
維

持
・

管
理

用
施

設
を

設
置

す
る

事
で

，
対

応
可

能
(
検

査
路

等
)

第
9
案

9
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
R
C
床

版
)

〃
〃

適
用

可
能

〃

第
8
案

〃
〃

第
1
1
案

9
径

間
連

続
鋼

床
版

箱
桁

橋
〃

〃
〃

3
3
6
m

9
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

　
送

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能

第
1
0
案

9
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
〃

第
1
2
案

鋼 橋

9
径

間
連

続
鋼

細
幅

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

第
5
案

3
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

〃
〃

第
6
案

3
径

間
連

続
開

断
面

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

〃
〃

〃 〃

3
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
〃

〃

第
4
案

3
径

間
連

続
鋼

床
版

箱
桁

橋
〃

〃

〃 〃

第
3
案

基
本

条
件

を
満

た
し

，
固

有
条

件
に

適
合

す
る

構
造

形
式

を
選

定
す

る
．

表
2
　

基
本

条
件

，
固

有
条

件
，

架
橋

配
置

に
適

合
す

る
構

造
形

式

構
造

形
式

第
1
案

3
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

　
送

出
し

架
設

工
法

に
よ

り
施

工
可

能
　

橋
梁

維
持

・
管

理
用

施
設

を
設

置
す

る
事

で
，

対
応

可
能

(
検

査
路

等
)

第
2
案

3
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
R
C
床

版
)

〃
〃

適
用

可
能

〃
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２
．

固
有
条
件
（
リ
ス
ク
評
価
と
対
応
方
針
）

構
造
物

社
会
に
与
え
る
影

響
基
本

変
更

2
.
1
　
標
準
的
な
調
査
設
計
施
工
に

よ
っ
て
も
払
拭
で
き
な
い
不
確
実
性

（
1
）
示
方
書
に
記
載
の
な
い
事
項
を

採
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
橋
の
耐
荷

性
能
の
観
点
か
ら
の
検
証

新
工
法
の
採
用
は

無
し

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

（
2
）
設
計
状
況
と
し
て
考
慮
し
な
い

状
況
の
う
ち
、
津
波
、
断
層
変
位
、

地
盤
土
砂
災
害
、
水
害
、
液
状
化
、

噴
火

災
害
は
無
し

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

引
き
継
ぎ
事
項

対
応
方
法

対
応
費
用
，

そ
の
効
果

対 応 段 階

リ
ス
ク
項
目

当
該
橋
梁
に
対
す
る
リ

ス
ク
の
有
無

リ
ス
ク
発
生
原
因

リ
ス
ク
発
生

に
至
る
段
階

（
施
工
時
，

供
用
後
，
ま

た
は
両
者
な

ど
）

リ
ス
ク
評
価

発
生
の
可
能
性
・
頻
度

工
費
・
工
期
に
与
え
る
影
響

リ
ス
ク
評
価

対
応
方
針
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２
．

固
有
条
件
（
リ
ス
ク
評
価
と
対
応
方
針
）

構
造
物

社
会
に
与
え
る
影

響
基
本

変
更

2
.
1
　
標
準
的
な
調
査
設
計
施
工
に

よ
っ
て
も
払
拭
で
き
な
い
不
確
実
性

（
1
）
示
方
書
に
記
載
の
な
い
事
項
を

採
択
す
る
に
あ
た
っ
て
、
橋
の
耐
荷

性
能
の
観
点
か
ら
の
検
証

新
工
法
の
採
用
は

無
し

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

（
2
）
設
計
状
況
と
し
て
考
慮
し
な
い

状
況
の
う
ち
、
津
波
、
断
層
変
位
、

地
盤
土
砂
災
害
、
水
害
、
液
状
化
、

噴
火

災
害
は
無
し

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

引
き
継
ぎ
事
項

対
応
方
法

対
応
費
用
，

そ
の
効
果

対 応 段 階

リ
ス
ク
項
目

当
該
橋
梁
に
対
す
る
リ

ス
ク
の
有
無

リ
ス
ク
発
生
原
因

リ
ス
ク
発
生

に
至
る
段
階

（
施
工
時
，

供
用
後
，
ま

た
は
両
者
な

ど
）

リ
ス
ク
評
価

発
生
の
可
能
性
・
頻
度

工
費
・
工
期
に
与
え
る
影
響

リ
ス
ク
評
価

対
応
方
針

構
造
物

社
会
に
与
え
る
影

響
基
本

変
更

引
き
継
ぎ
事
項

対
応
方
法

対
応
費
用
，

そ
の
効
果

対 応 段 階

リ
ス
ク
項
目

当
該
橋
梁
に
対
す
る
リ

ス
ク
の
有
無

リ
ス
ク
発
生
原
因

リ
ス
ク
発
生

に
至
る
段
階

（
施
工
時
，

供
用
後
，
ま

た
は
両
者
な

ど
）

リ
ス
ク
評
価

発
生
の
可
能
性
・
頻
度

工
費
・
工
期
に
与
え
る
影
響

リ
ス
ク
評
価

対
応
方
針

2
.
2
　
橋
梁
計
画
の
前
提
条
件
で
，
計

画
時
点
で
の
限
定
さ
れ
た
情
報
量
等

に
よ
る
不
確
実
性

（
1
）
地
質
調
査
に
対
す
る
質
・
量
の

不
足
に
よ
る
杭
長
お
よ
び
橋
台
高
の

評
価
違
い

地
質
調
査
は
十
分

な
量
を
実
施

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

（
2
）
軟
弱
地
盤
の
程
度
や
範
囲
の
見

立
て
の
不
足
に
よ
る
軟
弱
地
盤
対
策

の
方
法
や
範
囲
の
評
価
違
い

　
・
構
造
物
や
そ
の
施
工
に
与
え
る

影
響

　
・
周
辺
構
造
物
や
家
屋
等
に
与
え

る
影
響

軟
弱
地
盤
は
無
し

無
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

形 式 選 定 時

【
リ
ス
ク
の
低
減
】

橋
長
計
画
で
，
経
済

的
と
な
る
最
短
橋
長

案
の
ほ
か
に
，
最
長

橋
長
案
，
中
間
橋
長

案
を
抽
出
．

⇒
象
限
３

費
用
＝
小

効
果
＝
大

詳 細 設 計 時

-
-

施 工 時

-
-

供 用 後

・
最
短
橋
長
案
は
，

推
進
工
法
に
よ
る

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル
バ
ー

ト
構
築
，
ま
た
は
土

工
部
の
撤
去
・
橋
梁

架
設
．

⇒
象
限
２

・
中
間
橋
長
案
お
よ

び
最
長
橋
長
案
は
，

交
差
道
路
の
施
工
基

面
高
を
下
げ
る
こ
と

で
ア
ン
ダ
ー
化
．

⇒
象
限
４

-

大
・
大

＝
象
限
１

-
【
リ
ス
ク
の
低
減
】

最
短
橋
長
案
お
よ
び
中

間
橋
長
案
は
，
交
差
道

路
新
設
時
に
は
象
限
１

の
対
応
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
．

当
該
市
は
人
口
が

増
加
し
て
い
る
こ

と
，
新
設
道
路
が

出
来
る
こ
と
に
よ

り
市
街
地
が
形
成

さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か

ら
，
新
た
な
交
差

道
路
が
計
画
さ
れ

る
可
能
性
が
あ

る
．

大
推
進
工
法
に
よ
る

ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
構
築
，
ま

た
は
土
工
部
の
撤

去
・
橋
梁
架
設
な

ど
，
工
費
が
多
大

と
な
る
．

橋
梁
形
式
と
し
た

場
合
，
通
行
止
め

等
の
供
用
制
限
が

生
じ
る
．

大
（
3
）
継
続
的
な
協
議
等
、
何
ら
か
の

理
由
に
よ
る
線
形
や
下
部
工
位
置
の

変
更

交
差
道
路
の
新
設

有
市
街
地
の
拡
大
に

よ
り
将
来
的
に
交

差
道
路
が
新
設
さ

れ
る
可
能
性
あ

り
．

供
用
後
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３
．
比
較
条
件
の
設
定

項
目

構
造
上
の
配
慮
事
項

比
較
条
件
の
優
位
性

3
.
1
　
施
工
の
確
実
性
お
よ
び
容
易
さ

　
(
1
）
交
通
へ
の
影
響
を
極
力
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
規
制
期
間
を
短
縮
で

き
る

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

　
(
2
）
架
設
ヤ
ー
ド
な
ど
施
工
ヤ
ー
ド
が
小
さ
い

各
案
共
に
土
工
部
で
は
擁
壁
工
＋
地
盤
改
良
工
，
橋
梁
部
で
は
上
部
工
・
下

部
工
の
施
工
が
生
じ
る
た
め
，
施
工
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
は
差
が
生
じ
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

　
(
3
）
施
工
時
の
騒
音
、
振
動
が
少
な
い

各
案
共
に
土
工
部
で
は
擁
壁
工
＋
地
盤
改
良
工
，
橋
梁
部
で
は
上
部
工
・
下

部
工
の
施
工
が
発
生
す
る
た
め
，
騒
音
，
振
動
の
影
響
に
つ
い
て
は
差
が
生

じ
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

3
.
2
　
維
持
管
理
の
確
実
性
お
よ
び
容
易
さ

　
(
1
）
点
検
の
容
易
さ

災
害
時
等
に
速
や
か
な
交
通
確
保
を
行
う
た
め
に
，
擁
壁
工
や
支
承
の
健
全

性
の
点
検
や
補
修
が
必
要
で
あ
る
が
，
橋
長
案
お
よ
び
桁
形
式
に
よ
り
点
検

や
補
修
の
必
要
性
が
生
じ
る
擁
壁
延
長
や
支
承
数
に
差
が
生
じ
る
た
め
，
比

較
条
件
と
す
る
．

○
：
擁
壁
は
徒
歩
に
よ
る
点
検
が
可
能
で
相
対
的
に
支
承
数
が
少
な
い
最
短
橋
長
案

△
：
相
対
的
に
支
承
数
が
多
い
中
間
橋
長
お
よ
び
最
長
橋
長
案

　
(
2
）
床
版
補
修
・
取
替
え
が
容
易
に
可
能
な
構
造

床
版
の
構
造
形
式
に
よ
り
，
材
料
劣
化
や
疲
労
耐
久
性
の
低
下
に
伴
う
補

修
・
取
替
え
が
生
じ
る
可
能
性
や
施
工
性
の
難
易
度
に
差
が
生
じ
る
た
め
，

比
較
条
件
と
す
る
．

○
：
鋼
床
版
の
補
修
は
縦
リ
ブ
の
溶
接
部
な
ど
現
道
交
通
へ
の
影
響
が
比
較
的
軽
微
．

△
：
R
C
床
版
や
合
成
床
版
は
床
版
取
替
え
時
に
主
桁
補
強
や
床
版
支
持
の
縦
桁
な
ど
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
．

3
.
3
　
構
造
上
の
補
完
性
・
代
替
性

　
(
1
）
崩
壊
な
ど
橋
の
致
命
的
な
状
態
の
回
避

地
震
等
に
よ
っ
て
想
定
を
超
え
る
作
用
が
生
じ
た
場
合
に
，
橋
の
構
造
形
式

に
よ
り
致
命
的
な
損
傷
（
落
橋
な
ど
）
に
至
る
可
能
性
に
差
が
生
じ
る
た

め
，
比
較
条
件
と
す
る
．

○
：
跨
線
部
が
連
続
桁
橋
は
，
支
持
機
能
が
低
下
し
た
場
合
で
も
落
橋
な
ど
の
致
命
的
な

損
傷
に
至
る
可
能
性
が
低
い
．

△
：
跨
線
部
が
単
純
桁
橋
は
，
橋
台
に
よ
る
支
持
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
は
落
橋
な
ど

の
致
命
的
な
損
傷
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
．

　
注
　
優
劣
を
○
△
×
の
順
で
評
価

◆
比
較
条
件
の
要
点

　
本
橋
は
交
差
物
件
が
鉄
道
で
あ
り
，
落
橋
し
た
場
合
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，
比
較
条
件
の
う
ち
，
（
1
）
崩
壊
な
ど
橋
の
致
命
的
な
状
態
の
回
避

　
を
最
も
重
要
視
す
る
比
較
条
件
と
す
る
．
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３
．
比
較
条
件
の
設
定

項
目

構
造
上
の
配
慮
事
項

比
較
条
件
の
優
位
性

3
.
1
　
施
工
の
確
実
性
お
よ
び
容
易
さ

　
(
1
）
交
通
へ
の
影
響
を
極
力
小
さ
く
す
る
た
め
に
、
規
制
期
間
を
短
縮
で

き
る

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

　
(
2
）
架
設
ヤ
ー
ド
な
ど
施
工
ヤ
ー
ド
が
小
さ
い

各
案
共
に
土
工
部
で
は
擁
壁
工
＋
地
盤
改
良
工
，
橋
梁
部
で
は
上
部
工
・
下

部
工
の
施
工
が
生
じ
る
た
め
，
施
工
ヤ
ー
ド
に
つ
い
て
は
差
が
生
じ
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

　
(
3
）
施
工
時
の
騒
音
、
振
動
が
少
な
い

各
案
共
に
土
工
部
で
は
擁
壁
工
＋
地
盤
改
良
工
，
橋
梁
部
で
は
上
部
工
・
下

部
工
の
施
工
が
発
生
す
る
た
め
，
騒
音
，
振
動
の
影
響
に
つ
い
て
は
差
が
生

じ
な
い
．

本
思
考
実
験
で
は
検
討
し
な
い
．

3
.
2
　
維
持
管
理
の
確
実
性
お
よ
び
容
易
さ

　
(
1
）
点
検
の
容
易
さ

災
害
時
等
に
速
や
か
な
交
通
確
保
を
行
う
た
め
に
，
擁
壁
工
や
支
承
の
健
全

性
の
点
検
や
補
修
が
必
要
で
あ
る
が
，
橋
長
案
お
よ
び
桁
形
式
に
よ
り
点
検

や
補
修
の
必
要
性
が
生
じ
る
擁
壁
延
長
や
支
承
数
に
差
が
生
じ
る
た
め
，
比

較
条
件
と
す
る
．

○
：
擁
壁
は
徒
歩
に
よ
る
点
検
が
可
能
で
相
対
的
に
支
承
数
が
少
な
い
最
短
橋
長
案

△
：
相
対
的
に
支
承
数
が
多
い
中
間
橋
長
お
よ
び
最
長
橋
長
案

　
(
2
）
床
版
補
修
・
取
替
え
が
容
易
に
可
能
な
構
造

床
版
の
構
造
形
式
に
よ
り
，
材
料
劣
化
や
疲
労
耐
久
性
の
低
下
に
伴
う
補

修
・
取
替
え
が
生
じ
る
可
能
性
や
施
工
性
の
難
易
度
に
差
が
生
じ
る
た
め
，

比
較
条
件
と
す
る
．

○
：
鋼
床
版
の
補
修
は
縦
リ
ブ
の
溶
接
部
な
ど
現
道
交
通
へ
の
影
響
が
比
較
的
軽
微
．

△
：
R
C
床
版
や
合
成
床
版
は
床
版
取
替
え
時
に
主
桁
補
強
や
床
版
支
持
の
縦
桁
な
ど
が
必

要
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
．

3
.
3
　
構
造
上
の
補
完
性
・
代
替
性

　
(
1
）
崩
壊
な
ど
橋
の
致
命
的
な
状
態
の
回
避

地
震
等
に
よ
っ
て
想
定
を
超
え
る
作
用
が
生
じ
た
場
合
に
，
橋
の
構
造
形
式

に
よ
り
致
命
的
な
損
傷
（
落
橋
な
ど
）
に
至
る
可
能
性
に
差
が
生
じ
る
た

め
，
比
較
条
件
と
す
る
．

○
：
跨
線
部
が
連
続
桁
橋
は
，
支
持
機
能
が
低
下
し
た
場
合
で
も
落
橋
な
ど
の
致
命
的
な

損
傷
に
至
る
可
能
性
が
低
い
．

△
：
跨
線
部
が
単
純
桁
橋
は
，
橋
台
に
よ
る
支
持
機
能
が
低
下
し
た
場
合
に
は
落
橋
な
ど

の
致
命
的
な
損
傷
に
至
る
可
能
性
が
あ
る
．

　
注
　
優
劣
を
○
△
×
の
順
で
評
価

◆
比
較
条
件
の
要
点

　
本
橋
は
交
差
物
件
が
鉄
道
で
あ
り
，
落
橋
し
た
場
合
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
か
ら
，
比
較
条
件
の
う
ち
，
（
1
）
崩
壊
な
ど
橋
の
致
命
的
な
状
態
の
回
避
　
を
最
も
重
要
視
す
る
比
較
条
件
と
す
る
．

４
．
構
造
特
徴
表

力
学
的
な
構
造
の
特
徴

道
示
に
記
載
の
な
い
技

術
の
特
徴
と
検
証
が
必

要
な
事
項

施
工
工
程
，
施
工
ス
ペ
ー
ス
，
資
機
材
な
ど
施
工
に
関
わ
る
特

徴
補
修
補
強
等
の
た
め
の
近
接
性
に
関

わ
る
特
徴

連
続

I
桁

橋
I
形

断
面

の
主

桁
を

幅
員

に
応

じ
て

並
列

に
配

置
す

る
構

造
で

あ
る

．
主

桁
を

中
間

横
桁

で
連

結
し

，
荷

重
を

複
数

の
主

桁
で

負
担

す
る

．
ま

た
，

主
桁

の
横

倒
れ

や
，

風
や

地
震

な
ど

の
水

平
方

向
の

荷
重

に
抵

抗
で

き
る

よ
う

に
対

傾
構

や
横

構
を

配
置

す
る

．
床

版
は

，
R
C
床

版
，

鋼
コ

ン
ク

リ
ー

ト
合

成
床

版
，

P
C
床

版
な

ど
が

あ
り

，
鋼

桁
で

支
持

さ
れ

る
．

今
回

は
生

じ
な

い
見

込
み

．
　

支
間

割
に

対
し

て
の

適
用

性
（

構
造

の
成

立
性

）
が

過
去

の
実

績
か

ら
高

い
と

判
断

で
き

る
．

曲
線

に
対

し
て

は
主

桁
を

直
線

配
置

し
床

版
の

張
出

量
に

よ
る

調
整

，
ま

た
は

曲
線

桁
に

よ
る

対
応

が
可

能
で

あ
る

．
　

ベ
ン

ト
の

設
置

が
困

難
で

あ
る

た
め

，
主

桁
を

背
面

の
道

路
上

で
組

立
て

，
橋

軸
方

向
に

送
り

出
し

て
据

え
付

け
る

送
出

し
工

法
に

よ
る

架
設

と
す

る
．

床
版

へ
の

近
接

に
は

上
部

工
検

査
路

，
支

承
部

へ
の

近
接

に
は

下
部

工
検

査
路

を
設

置
し

，
主

桁
端

部
に

切
欠

き
を

設
け

下
部

工
上

で
の

横
断

方
向

へ
の

横
移

動
を

可
能

と
す

る
．

連
続

箱
桁

橋
上

フ
ラ

ン
ジ

・
下

フ
ラ

ン
ジ

と
ウ

エ
ブ

で
囲

ま
れ

た
箱

形
断

面
の

主
桁

を
並

列
に

配
置

す
る

構
造

で
あ

る
．

曲
げ

剛
性

及
び

ね
じ

り
剛

性
が

大
き

い
こ

と
か

ら
，

長
支

間
の

橋
や

曲
線

橋
へ

の
適

用
性

が
高

い
．

床
版

は
，

R
C
床

版
，

鋼
コ

ン
ク

リ
ー

ト
合

成
床

版
，

P
C
床

版
な

ど
が

あ
り

鋼
桁

で
支

持
さ

れ
る

．

今
回

は
生

じ
な

い
見

込
み

．
　

支
間

割
に

対
し

て
の

適
用

性
（

構
造

の
成

立
性

）
が

過
去

の
実

績
か

ら
高

い
と

判
断

で
き

る
．

曲
線

に
対

し
て

は
主

桁
を

直
線

配
置

し
床

版
の

張
出

量
に

よ
る

調
整

，
ま

た
は

曲
線

桁
に

よ
る

対
応

が
可

能
で

あ
る

．
　

ベ
ン

ト
の

設
置

が
困

難
で

あ
る

た
め

，
主

桁
を

背
面

の
道

路
上

で
組

立
て

，
橋

軸
方

向
に

送
り

出
し

て
据

え
付

け
る

送
出

し
工

法
に

よ
る

架
設

と
す

る
．

床
版

へ
の

近
接

に
は

上
部

工
検

査
路

，
支

承
部

へ
の

近
接

に
は

下
部

工
検

査
路

を
設

置
し

，
主

桁
端

部
に

切
欠

き
を

設
け

下
部

工
上

で
の

横
断

方
向

へ
の

横
移

動
を

可
能

と
す

る
．

連
続

I
桁

橋
I
形

断
面

の
主

桁
を

幅
員

に
応

じ
て

並
列

に
配

置
す

る
構

造
で

あ
る

．
主

桁
を

中
間

横
桁

で
連

結
し

，
荷

重
を

複
数

の
主

桁
で

負
担

す
る

．
ま

た
，

主
桁

の
横

倒
れ

や
，

風
や

地
震

な
ど

の
水

平
方

向
の

荷
重

に
抵

抗
で

き
る

よ
う

に
対

傾
構

や
横

構
を

配
置

す
る

．
床

版
は

鋼
板

の
下

面
を

縦
リ

ブ
と

横
リ

ブ
で

補
剛

し
た

構
造

で
あ

り
，

床
版

と
し

て
の

機
能

に
加

え
て

桁
の

上
フ

ラ
ン

ジ
の

機
能

も
期

待
す

る
構

造
で

あ
る

．

今
回

は
生

じ
な

い
見

込
み

．
　

支
間

割
に

対
し

て
の

適
用

性
（

構
造

の
成

立
性

）
が

過
去

の
実

績
か

ら
高

い
と

判
断

で
き

る
．

曲
線

に
対

し
て

は
主

桁
を

直
線

配
置

し
床

版
の

張
出

量
に

よ
る

調
整

，
ま

た
は

曲
線

桁
に

よ
る

対
応

が
可

能
で

あ
る

．
　

ベ
ン

ト
の

設
置

が
困

難
で

あ
る

た
め

，
主

桁
を

背
面

の
道

路
上

で
組

立
て

，
橋

軸
方

向
に

送
り

出
し

て
据

え
付

け
る

送
出

し
工

法
に

よ
る

架
設

と
す

る
．

床
版

へ
の

近
接

に
は

上
部

工
検

査
路

，
支

承
部

へ
の

近
接

に
は

下
部

工
検

査
路

を
設

置
し

，
主

桁
端

部
に

切
欠

き
を

設
け

下
部

工
上

で
の

横
断

方
向

へ
の

横
移

動
を

可
能

と
す

る
．

連
続

箱
桁

橋
上

フ
ラ

ン
ジ

・
下

フ
ラ

ン
ジ

と
ウ

エ
ブ

で
囲

ま
れ

た
箱

形
断

面
の

主
桁

を
並

列
に

配
置

す
る

構
造

で
あ

る
．

曲
げ

剛
性

及
び

ね
じ

り
剛

性
が

大
き

い
こ

と
か

ら
，

曲
線

桁
へ

の
適

用
性

が
高

い
．

床
版

は
鋼

板
の

下
面

を
縦

リ
ブ

と
横

リ
ブ

で
補

剛
し

た
構

造
で

あ
り

，
床

版
と

し
て

の
機

能
に

加
え

て
桁

の
上

フ
ラ

ン
ジ

の
機

能
も

期
待

す
る

構
造

で
あ

る
．

今
回

は
生

じ
な

い
見

込
み

．
　

支
間

割
に

対
し

て
の

適
用

性
（

構
造

の
成

立
性

）
が

過
去

の
実

績
か

ら
高

い
と

判
断

で
き

る
．

曲
線

に
対

し
て

は
主

桁
を

直
線

配
置

し
床

版
の

張
出

量
に

よ
る

調
整

，
ま

た
は

曲
線

桁
に

よ
る

対
応

が
可

能
で

あ
る

．
　

ベ
ン

ト
の

設
置

が
困

難
で

あ
る

た
め

，
主

桁
を

背
面

の
道

路
上

で
組

立
て

，
橋

軸
方

向
に

送
り

出
し

て
据

え
付

け
る

送
出

し
工

法
に

よ
る

架
設

と
す

る
．

床
版

へ
の

近
接

に
は

上
部

工
検

査
路

，
支

承
部

へ
の

近
接

に
は

下
部

工
検

査
路

を
設

置
し

，
主

桁
端

部
に

切
欠

き
を

設
け

下
部

工
上

で
の

横
断

方
向

へ
の

横
移

動
を

可
能

と
す

る
．

鋼 橋

プ レ ー ト ガ ー ダ ー 系

構
造
の
特
徴

構
造
形
式

ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
床

版
合

成
床

版

鋼
床

版

45



５
．

形
式

選
定

資
料

5
.
1
　

概
算

単
価

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

2
7
3
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
0
2
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
4
0
1
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
4
3
0
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
0
2
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
9
4
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
8
5
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
5
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
6
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
6
8
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
9
3
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
6
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
3
3
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

1
2
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
3
3
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
3
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
1
7
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
2
0
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
2
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
2
4
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
6
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
3
7
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
1
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
3
3
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
4
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
4
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月

5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

8
4
3
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
8
8
4
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
1
0
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
8
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
3
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
5
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
9
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
1
8
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
7
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
6
0
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
1
5
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
6
1
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
4
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

1
0
8
,
0
0
0

1
0
8
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

2
3
4
,
0
0
0

2
3
4
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

1
4
9
,
0
0
0

1
4
9
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

2
7
7
,
0
0
0

2
7
7
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

合
計

9
2
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
1
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
5
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
2
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
4
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
3
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
2
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
6
4
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
7
3
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
9
6
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
7
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

9
2
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
1
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
5
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
2
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
4
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
3
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
2
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
6
4
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
7
3
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
9
6
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
7
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
4

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
2
5

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
1
3

r
=
1
.
1
2

r
=
1
.
3
3

r
=
1
.
4
3

r
=
1
.
7
8

r
=
1
.
8
7

r
=
1
.
3
9

r
=
1
.
6
1

r
=
1
.
5
9

1
,
7
2
7
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
6
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
9
1
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
9
5
9
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
5
2
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
8
4
7
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
8
3
9
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
2
5
4
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
4
2
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
6
6
9
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
7
5
7
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
0
9
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
5
1
6
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
4
9
7
,
0
0
0

4
4
ヶ

月

r
=
1
.
3
8

r
=
1
.
4
1

r
=
1
.
5
3

r
=
1
.
5
6

r
=
1
.
4
0

r
=
1
.
4
7

r
=
1
.
4
7

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
7

r
=
1
.
3
3

r
=
1
.
4
0

r
=
1
.
0
4

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
1
9

○
：

徒
歩

に
よ

る
擁

壁
点

検
，

支
承

数
が

少
な

い
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い

○
：

鋼
床

版
△

：
R
C
床

版
,
合

成
床

版

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○
：

跨
線

部
が

連
続

桁
橋

△
：

跨
線

部
が

単
純

桁
橋

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４

-
-

-
-

-
-

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
交

差
道

路
の

施
工

基
面

高
を

下
げ

る
こ

と
で

ア
ン

ダ
ー

化
．

-
-

-

-
-

-
-

-

中
間

橋
長

案

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
R
C
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
３

径
間

連
続

鋼
床

版
箱

桁
橋

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
開

断
面

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

細
幅

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

最
短

橋
長

案

第
8
案

第
9
案

第
1
0
案

第
1
1
案

第
1
2
案

第
1
3
案

第
1
4
案

第
6
案

単
純

鋼
細

幅
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
推

進
工

法
に

よ
る

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
構

築
，

ま
た

は
土

工
部

の
撤

去
・

橋
梁

架
設

な
ど

．

△

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

開
断

面
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

単
純

鋼
箱

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

鋼
床

版
鈑

桁
橋

単
純

鋼
床

版
箱

桁
橋

第
5
案

第
1
案

-
-

-
-

-
-

-

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
合

成
床

版
)

固 有 条 件

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

継
続

的
な

協
議

等
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

る
線

形
や

下
部

工
位

置
の

変
更

（
交

差
道

路
の

新
設

）

初
期

建
設

費

リ
ス

ク

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

小
計

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

擁
壁

工
・

地
盤

改
良

工

函
渠

工

○ ○

1
3

1
4

8
1
2

1
3

6
9

2
5

4

○○

下
部

工
・

基
礎

工

上
部

工

点
検

の
容

易
さ

1

○ ○

-
-

-

詳
細

設
計

時

要
因

費
用

小
計

○○
維

持
管

理
の

確
実

性
及

び
容

易
さ

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

経 済 性
維

持
管

理
費

○ ○

3

7
1
0

比 較 条 件

-

象
限

２
象

限
２

象
限

２
象

限
２

象
限

２
象

限
２

象
限

２
供

用
後

施
工

時

△
△

△
△

7
2

5
4

8
1
0

1
3

1
4

9

△
○ ○

○○
△

△
△

△
△

△
○ ○

第
7
案

第
2
案

第
3
案

第
4
案

1
1

-
-

-
-

-

△
△

△

△
△

△
△

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
△

△

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

順
位

○ ○

1
2

1
1

△
△

○ ○
○○

△

評
価

比比
較較

案案
-

-6

　
よ

っ
て

，
概

算
単

価
に

よ
る

経
済

性
（

初
期

建
設

費
＋

維
持

管
理

費
）

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

1
案

，
第

5
案

，
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
経

済
性

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

8
案

，
第

1
2
案

に
つ

い
て

，
概

略
設

計
を

行
い

事
業

費
の

精
度

を
高

め
た

上
で

総
合

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
と

す
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

連
続

桁
橋

で
あ

る
第

8
案

～
第

2
1
案

が
地

震
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

比比
較較

案案
-

-
-

○○

○○
○○

○○
○○

○○
○○

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
1
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

5
案

が
次

点
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
8
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

1
2
案

が
次

点
と

な
る

．

-
比比

較較
案案

比比
較較

案案
-

-

概
略

設
計
を

行
う
比

較
案
を

抽
出
す

る
た

め
に

、
ｍ

2
単
価

な
ど
の

概
算
単

価
を

用
い

て
事

業
費
を

算
出

46



５
．

形
式

選
定

資
料

5
.
1
　

概
算

単
価

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

2
7
3
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
0
2
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
4
0
1
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
4
3
0
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
0
2
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
9
4
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
3
8
5
,
0
0
0

1
0
ヶ

月
5
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
6
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
6
8
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
9
3
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
6
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
5
4
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
3
3
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

1
2
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
3
3
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
1
9
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
3
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
1
7
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
2
0
,
0
0
0

6
ヶ

月
1
2
1
,
0
0
0

6
ヶ

月
2
4
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
6
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
3
7
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
1
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
3
3
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
4
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
4
2
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
3
9
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
6
7
,
0
0
0

8
ヶ

月

5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
5
9
,
0
0
0

2
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

8
4
3
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
8
8
4
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
1
0
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
8
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
3
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
5
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
9
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
1
8
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
7
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
6
0
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
1
5
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
6
1
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
4
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

1
0
8
,
0
0
0

1
0
8
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

4
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

2
3
4
,
0
0
0

2
3
4
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

1
4
9
,
0
0
0

1
4
9
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

8
4
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

2
7
7
,
0
0
0

2
7
7
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

合
計

9
2
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
1
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
5
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
2
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
4
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
3
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
2
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
6
4
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
7
3
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
9
6
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
7
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

9
2
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
1
8
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
1
5
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
5
2
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
4
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
3
9
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
3
2
2
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
6
4
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
7
3
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
9
6
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
4
7
7
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
4

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
2
5

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
1
3

r
=
1
.
1
2

r
=
1
.
3
3

r
=
1
.
4
3

r
=
1
.
7
8

r
=
1
.
8
7

r
=
1
.
3
9

r
=
1
.
6
1

r
=
1
.
5
9

1
,
7
2
7
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
6
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
9
1
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
9
5
9
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
5
2
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
8
4
7
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
8
3
9
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
2
5
4
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
4
2
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
6
6
9
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
7
5
7
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
0
9
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
5
1
6
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
4
9
7
,
0
0
0

4
4
ヶ

月

r
=
1
.
3
8

r
=
1
.
4
1

r
=
1
.
5
3

r
=
1
.
5
6

r
=
1
.
4
0

r
=
1
.
4
7

r
=
1
.
4
7

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
7

r
=
1
.
3
3

r
=
1
.
4
0

r
=
1
.
0
4

r
=
1
.
2
1

r
=
1
.
1
9

○
：

徒
歩

に
よ

る
擁

壁
点

検
，

支
承

数
が

少
な

い
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い

○
：

鋼
床

版
△

：
R
C
床

版
,
合

成
床

版

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○
：

跨
線

部
が

連
続

桁
橋

△
：

跨
線

部
が

単
純

桁
橋

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

象
限

４

-
-

-
-

-
-

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
交

差
道

路
の

施
工

基
面

高
を

下
げ

る
こ

と
で

ア
ン

ダ
ー

化
．

-
-

-

-
-

-
-

-

中
間

橋
長

案

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
R
C
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
３

径
間

連
続

鋼
床

版
箱

桁
橋

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
開

断
面

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

細
幅

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

最
短

橋
長

案

第
8
案

第
9
案

第
1
0
案

第
1
1
案

第
1
2
案

第
1
3
案

第
1
4
案

第
6
案

単
純

鋼
細

幅
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
推

進
工

法
に

よ
る

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
構

築
，

ま
た

は
土

工
部

の
撤

去
・

橋
梁

架
設

な
ど

．

△

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

開
断

面
箱

桁
橋

(
合

成
床

版
)

単
純

鋼
箱

桁
橋

(
R
C
床

版
)

単
純

鋼
床

版
鈑

桁
橋

単
純

鋼
床

版
箱

桁
橋

第
5
案

第
1
案

-
-

-
-

-
-

-

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
合

成
床

版
)

固 有 条 件

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

継
続

的
な

協
議

等
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

る
線

形
や

下
部

工
位

置
の

変
更

（
交

差
道

路
の

新
設

）

初
期

建
設

費

リ
ス

ク

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

小
計

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

擁
壁

工
・

地
盤

改
良

工

函
渠

工

○○

1
3

1
4

8
1
2

1
3

6
9

2
5

4

○○

下
部

工
・

基
礎

工

上
部

工

点
検

の
容

易
さ

1

○○

-
-

-

詳
細

設
計

時

要
因

費
用

小
計

○○
維

持
管

理
の

確
実

性
及

び
容

易
さ

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

経 済 性
維

持
管

理
費

○○

3

7
1
0

比 較 条 件

-

象
限

２
象

限
２

象
限

２
象

限
２

象
限

２
象

限
２

象
限

２
供

用
後

施
工

時

△
△

△
△

7
2

5
4

8
1
0

1
3

1
4

9

△
○○

○○
△

△
△

△
△

△
○○

第
7
案

第
2
案

第
3
案

第
4
案

1
1

-
-

-
-

-

△
△

△

△
△

△
△

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
△

△

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

順
位

○○

1
2

1
1

△
△

○○
○○

△

評
価

比比
較較

案案
-

-6

　
よ

っ
て

，
概

算
単

価
に

よ
る

経
済

性
（

初
期

建
設

費
＋

維
持

管
理

費
）

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

1
案

，
第

5
案

，
リ

ス
ク

を
考

慮
し

た
経

済
性

で
上

位
2
案

で
あ

る
第

8
案

，
第

1
2
案

に
つ

い
て

，
概

略
設

計
を

行
い

事
業

費
の

精
度

を
高

め
た

上
で

総
合

的
な

評
価

を
行

う
こ

と
と

す
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

連
続

桁
橋

で
あ

る
第

8
案

～
第

2
1
案

が
地

震
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

比比
較較

案案
-

-
-

○○

○○
○○

○○
○○

○○
○○

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
1
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

5
案

が
次

点
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
8
案

が
最

も
優

位
と

な
り

，
第

1
2
案

が
次

点
と

な
る

．

-
比比

較較
案案

比比
較較

案案
-

-

概
略

設
計
を

行
う
比

較
案
を

抽
出
す

る
た

め
に

、
ｍ

2
単
価

な
ど
の

概
算
単

価
を

用
い

て
事

業
費
を

算
出

５
．

形
式

選
定

資
料

5
.
1
　

概
算

単
価

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

合
計

○
：

徒
歩

に
よ

る
擁

壁
点

検
，

支
承

数
が

少
な

い
△

：
相

対
的

に
支

承
数

が
多

い

○
：

鋼
床

版
△

：
R
C
床

版
,
合

成
床

版

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○
：

跨
線

部
が

連
続

桁
橋

△
：

跨
線

部
が

単
純

桁
橋

固 有 条 件

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

継
続

的
な

協
議

等
、

何
ら

か
の

理
由

に
よ

る
線

形
や

下
部

工
位

置
の

変
更

（
交

差
道

路
の

新
設

）

初
期

建
設

費

リ
ス

ク

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

小
計

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

擁
壁

工
・

地
盤

改
良

工

函
渠

工

下
部

工
・

基
礎

工

上
部

工

点
検

の
容

易
さ

詳
細

設
計

時

要
因

費
用

小
計

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

経 済 性
維

持
管

理
費

比 較 条 件

供
用

後

施
工

時

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

順
位

評
価

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

橋
長

3
3
6
.
0
m

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

費
用
(
千
円
)

工
期

1
,
9
0
6
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
2
,
1
1
2
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
2
,
8
0
3
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
3
,
0
0
9
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
2
,
1
1
2
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
2
,
7
5
8
,
0
0
0

1
8
ヶ

月
2
,
6
9
1
,
0
0
0

1
8
ヶ

月

5
4
4
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
9
9
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
3
3
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
8
7
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
2
3
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
3
9
,
0
0
0

2
4
ヶ

月
5
4
4
,
0
0
0

2
4
ヶ

月

0
0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

0
0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

2
,
4
5
0
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
2
,
7
1
1
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
3
3
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
5
9
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
2
,
6
3
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
2
9
7
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
2
3
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
9
6
,
0
0
0

2
9
6
,
0
0
0

7
5
4
,
0
0
0

7
5
4
,
0
0
0

2
9
6
,
0
0
0

2
9
6
,
0
0
0

2
9
6
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

2
4
,
0
0
0

3
4
1
,
0
0
0

3
4
1
,
0
0
0

7
9
9
,
0
0
0

7
9
9
,
0
0
0

3
4
1
,
0
0
0

3
4
1
,
0
0
0

3
4
1
,
0
0
0

2
,
7
9
1
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
0
5
2
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
4
,
1
3
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
4
,
3
9
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
2
,
9
7
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
6
3
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
5
7
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

2
ヶ

月

2
,
7
9
1
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
0
5
2
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
4
,
1
3
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
4
,
3
9
5
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
2
,
9
7
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
6
3
8
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
3
,
5
7
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月

r
=
3
.
0
1

r
=
3
.
2
9

r
=
4
.
4
6

r
=
4
.
7
4

r
=
3
.
2
1

r
=
3
.
9
2

r
=
3
.
8
6

2
,
8
1
1
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
3
,
0
7
2
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
4
,
1
5
5
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
4
,
4
1
5
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
2
,
9
9
6
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
3
,
6
5
8
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
3
,
5
9
6
,
0
0
0

4
4
ヶ

月

r
=
2
.
2
4

r
=
2
.
4
5

r
=
3
.
3
1

r
=
3
.
5
2

r
=
2
.
3
9

r
=
2
.
9
2

r
=
2
.
8
7

-

象
限

４
象

限
４

象
限

４
象

限
４

2
0

2
1

-
-

象
限

４
象

限
４

-
-

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
交

差
道

路
の

施
工

基
面

高
を

下
げ

る
こ

と
で

ア
ン

ダ
ー

化
．

-
-

-
-

-
-

-
-

第
1
6
案

第
1
7
案

第
1
8
案

最
長

橋
長

案

９
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

９
径

間
連

続
鋼

箱
桁

橋
(
R
C
床

版
)

９
径

間
連

続
鋼

床
版

鈑
桁

橋
９

径
間

連
続

鋼
床

版
箱

桁
橋

第
1
5
案

△
△

△

△

９
径

間
連

続
鋼

細
幅

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

９
径

間
連

続
開

断
面

箱
桁

橋
(
合

成
床

版
)

９
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

△1
8

△
△

△
△

1
5

1
7

△

1
8

第
1
9
案

第
2
0
案

第
2
1
案

1
6

1
9

- -

象
限

４

1
6

○ ○

○○
○○

○○
○○

1
9

2
0

△
△

○ ○

○○
○○

2
1

1
5

1
7

○ ○

-
-

-
-

-
-
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.
2
　

概
略

設
計

に
よ

る
経

済
性

、
固

有
条

件
の

事
業

費
比

較

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

4
8
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

橋
長

1
0
4
.
0
m

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

費
用

(
千

円
)

工
期

製
作

費
，

橋
面

工
2
1
4
,
0
0
0

8
ヶ

月
2
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7
,
0
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ヶ

月
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6
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0
ヶ
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ヶ
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ヶ
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4
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仮
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工
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1
ヶ

月
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1
ヶ

月
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1
ヶ

月
1
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1
ヶ

月

7
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0
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4
ヶ

月
6
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0
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4
ヶ

月
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2
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0
0

7
ヶ
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0

7
ヶ

月
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6
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0
0

5
ヶ
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2
6
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0
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5
ヶ

月
1
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0

3
ヶ

月
1
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2
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3
ヶ

月

1
3
7
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0

7
ヶ

月
1
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0
0

7
ヶ

月
9
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0

5
ヶ

月
9
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0
0

5
ヶ

月
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5
,
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0
0

2
ヶ

月
6
5
,
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0
0

2
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

8
5
7
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0
0

3
0
ヶ

月
8
8
2
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0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
9
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0
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ヶ

月
1
,
1
4
9
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0
0

3
2
ヶ

月

2
1
,
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0
0

2
1
,
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0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
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0
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4
3
,
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0
0

4
3
,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
2
,
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0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

8
4
,
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0
0

8
4
,
0
0
0

1
3
5
,
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0
0

1
3
5
,
0
0
0

合
計

9
4
1
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
6
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
0
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

9
4
1
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
6
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
0
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
3
1

r
=
1
.
3
6

1
,
7
4
1
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
6
6
,
0
0
0

4
2
ヶ

月
1
,
2
5
0
,
0
0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
0
4
,
0
0
0

4
4
ヶ

月

r
=
1
.
3
9

r
=
1
.
4
1

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
4

○
：

徒
歩

に
よ

る
擁

壁
点

検
，

支
承

数
が

少
な

い △
：

相
対

的
に

支
承

数
が

多
い

○
：

鋼
床

版
△

：
R
C
床

版
,
合

成
床

版

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○
：

跨
線

部
が

連
続

桁
橋

△
：

跨
線

部
が

単
純

桁
橋

上
部

工

下
部

工

擁
壁

工

基
礎

工

優優
位位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

費
用

○○△△

-

評
価

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
1
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
8
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

連
続

桁
橋

で
あ

る
第

8
案

，
第

1
2
案

が
地

震
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

　
総

合
的

に
判

断
し

，
第

8
案

お
よ

び
第

1
2
案

は
，

落
橋

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
で

優
位

で
あ

る
．

　
当

該
地

区
は

人
口

増
加

が
見

込
ま

れ
る

た
め

，
将

来
的

な
市

街
地

形
成

に
よ

る
交

差
道

路
の

新
設

が
行

わ
れ

る
可

能
性

が
高

い
と

判
断

し
，

建
設

当
初

か
ら

リ
ス

ク
を

"
低

減
"
し

た
第

8
案

が
優

位
と

考
え

る
．

-
-

△

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
△

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

○ ○
△

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

△
△

固 有 条 件

△2

点
検

の
容

易
さ

○○
○○4

1
順

位
3

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

1
2

象
限

４

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

4
3

施
工

時
-

-

リ
ス

ク
詳

細
設

計
時

-

要
因

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
推

進
工

法
に

よ
る

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
構

築
，

ま
た

は
土

工
部

の
撤

去
・

橋
梁

架
設

な
ど

．

-

供
用

後
(
1
0
0
年

)
象

限
２

象
限

２
象

限
４

経 済 性

初
期

建
設

費

小
計

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

最
短

橋
長

案
中

間
橋

長
案

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

小
計

維
持

管
理

費

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
交

差
道

路
の

施
工

基
面

高
を

下
げ

る
こ

と
で

ア
ン

ダ
ー

化
．

函
渠

工

地
盤

改
良

工

比 較 条 件

第
1
2
案

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
R
C
床

版
)

第
1
案

第
5
案

第
8
案

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

5
.
1
で
抽
出

し
た
比

較
案
に

対
し
て

概
略
設
計

を
行
い

、
事
業

費
の
精

度
を
上
げ
て

形
式
比

較
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略

設
計

に
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る
経

済
性

、
固

有
条
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の

事
業

費
比

較

橋
長
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m
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m
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千
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工
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)

工
期
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工
期

費
用

(
千

円
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作
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橋
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工
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ヶ

月
2
3
7
,
0
0
0

8
ヶ

月
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6
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月
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0
ヶ
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ヶ
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ヶ
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ヶ
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月
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ヶ

月
8
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4
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月
8
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4
ヶ

月

仮
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費
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土

工
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0
0

1
ヶ

月
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0
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1
ヶ

月
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0
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ヶ

月
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0

1
ヶ

月

7
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0
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4
ヶ

月
6
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0
0

4
ヶ

月
1
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0
0

7
ヶ

月
1
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7
ヶ
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2
6
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0
0
0

5
ヶ

月
2
6
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0
0

5
ヶ

月
1
8
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,
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0
0

3
ヶ

月
1
8
2
,
0
0
0

3
ヶ

月

1
3
7
,
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0
0

7
ヶ

月
1
3
7
,
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0
0

7
ヶ

月
9
3
,
0
0
0

5
ヶ

月
9
3
,
0
0
0

5
ヶ

月

6
5
,
0
0
0

2
ヶ

月
6
5
,
0
0
0

2
ヶ

月
0

0
ヶ

月
0

0
ヶ

月

8
5
7
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
8
8
2
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
0
9
5
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
1
4
9
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

2
1
,
0
0
0

4
3
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0
0
0

4
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,
0
0
0

9
2
,
0
0
0

9
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0
0
0

2
0
,
0
0
0

2
0
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0
0
0

2
2
,
0
0
0

2
2
,
0
0
0

8
4
,
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0
0

8
4
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

1
3
5
,
0
0
0

合
計

9
4
1
,
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0
0

3
0
ヶ

月
9
6
6
,
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0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
0
,
0
0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

-
-

-
-

-
-

-
-

8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
8
0
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月
2
0
,
0
0
0

1
2
ヶ

月

9
4
1
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
9
6
6
,
0
0
0

3
0
ヶ

月
1
,
2
3
0
,
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0
0

3
2
ヶ

月
1
,
2
8
4
,
0
0
0

3
2
ヶ

月

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
3

r
=
1
.
3
1

r
=
1
.
3
6

1
,
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4
1
,
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0
0

4
2
ヶ

月
1
,
7
6
6
,
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0
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4
2
ヶ

月
1
,
2
5
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0
0

4
4
ヶ

月
1
,
3
0
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,
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0
0

4
4
ヶ

月

r
=
1
.
3
9

r
=
1
.
4
1

r
=
1
.
0
0

r
=
1
.
0
4

○
：

徒
歩

に
よ

る
擁

壁
点

検
，

支
承

数
が

少
な

い △
：

相
対

的
に

支
承

数
が

多
い

○
：

鋼
床

版
△

：
R
C
床

版
,
合

成
床

版

構
造

上
の

補
完

性
・

代
替

性

○
：

跨
線

部
が

連
続

桁
橋

△
：

跨
線

部
が

単
純

桁
橋

上
部

工

下
部

工

擁
壁

工

基
礎

工

優優
位位

最
大

（
経

済
性

＋
固

有
条

件
）

費
用

○○△△

-

評
価

　
事

業
費

に
つ

い
て

は
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
な

い
経

済
性

（
初

期
建

設
費

＋
維

持
管

理
費

）
で

は
，

第
1
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．
一

方
，

リ
ス

ク
を

考
慮

し
た

経
済

性
で

は
，

第
8
案

が
最

も
優

位
と

な
る

．

　
比

較
条

件
で

は
，

連
続

桁
橋

で
あ

る
第

8
案

，
第

1
2
案

が
地

震
が

生
じ

た
際

の
落

橋
な

ど
橋

の
致

命
的

な
状

態
の

回
避

に
対

し
て

優
位

で
あ

る
．

　
総

合
的

に
判

断
し

，
第

8
案

お
よ

び
第

1
2
案

は
，

落
橋

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
で

優
位

で
あ

る
．

　
当

該
地

区
は

人
口

増
加

が
見

込
ま

れ
る

た
め

，
将

来
的

な
市

街
地

形
成

に
よ

る
交

差
道

路
の

新
設

が
行

わ
れ

る
可

能
性

が
高

い
と

判
断

し
，

建
設

当
初

か
ら

リ
ス

ク
を

"
低

減
"
し

た
第

8
案

が
優

位
と

考
え

る
．

-
-

△

崩
壊

な
ど

橋
の

致
命

的
な

状
態

の
回

避
△

維
持

管
理

の
確

実
性

及
び

容
易

さ

○○
△

床
版

補
修

・
取

替
え

の
容

易
な

構
造

△
△

固 有 条 件

△2

点
検

の
容

易
さ

○○
○○4

1
順

位
3

事 業 費 （ 予 測 ）

最
小

（
経

済
性

の
み

）

順
位

1
2

象
限

４

費
用

や
工

期
の

リ
ス

ク
そ

の
１

設
計

状
況

と
し

て
考

慮
し

な
い

状
況

の
う

ち
、

地
盤

土
砂

災
害

（
斜

面
変

状
）

4
3

施
工

時
-

-

リ
ス

ク
詳

細
設

計
時

-

要
因

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
推

進
工

法
に

よ
る

ボ
ッ

ク
ス

カ
ル

バ
ー

ト
構

築
，

ま
た

は
土

工
部

の
撤

去
・

橋
梁

架
設

な
ど

．

-

供
用

後
(
1
0
0
年

)
象

限
２

象
限

２
象

限
４

経 済 性

初
期

建
設

費

小
計

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
合

成
床

版
)

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
R
C
床

版
)

最
短

橋
長

案
中

間
橋

長
案

伸
縮

装
置

交
換

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

舗
装

・
防

水
層

　
3
回

（
3
0
年

毎
）

定
期

点
検

　
2
0
回

（
5
年

毎
）

小
計

維
持

管
理

費

市
街

地
の

拡
大

に
よ

り
将

来
的

に
交

差
道

路
を

新
設

．
交

差
道

路
の

施
工

基
面

高
を

下
げ

る
こ

と
で

ア
ン

ダ
ー

化
．

函
渠

工

地
盤

改
良

工

比 較 条 件

第
1
2
案

単
純

鋼
鈑

桁
橋

(
R
C
床

版
)

第
1
案

第
5
案

第
8
案

３
径

間
連

続
鋼

鈑
桁

橋
(
合

成
床

版
)

5
.
1
で
抽
出

し
た
比

較
案
に

対
し
て

概
略
設
計

を
行
い

、
事
業

費
の
精

度
を
上
げ
て

形
式
比

較

６
．

段
階

的
な

更
新

形
式

選
定

時
詳

細
設

計
時

施
工

時
供

用
後

①
形

式
選

定
時

－
－

交
差

道
路

の
施

工
基

面
高

を
下

げ
る

こ
と

で
ア

ン
ダ

ー
化

．
⇒

象
限

４

②
詳

細
設

計
時

③
施

工
時

対
応

方
針

事 業 段 階

　
現

時
点

で
は

，
①

形
式

選
定

時
に

お
け

る
各

時
点

の
対

応
方

針
を

記
載

し
て

い
る

．
②

詳
細

設
計

時
に

は
，

①
形

式
選

定
時

に
決

定
し

た
対

応
方

針
の

履
行

が
基

本
と

な
る

が
，

履
行

で
き

な
か

っ
た

場
合

は
，

そ
の

後
の

事
業

段
階

に
お

い
て

対
応

方
針

が
変

更
と

な
る

こ
と

か
ら

，
対

応
方

針
の

再
検

討
を

行
い

更
新

す
る

こ
と

．
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